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編集後記

「一週間」というロシア民謡がありました。皆さんご存知かと思われますが、私の生活はこの「一週間」に似ているなと思いました。毎日、聖書を読み、
聖書を探る毎日で、何か分かれば喜び、分からないと悔しくなります。そして10頭の動物（ヤギ、犬、猫）の世話を365日していますが、生き物は
突然病気もするしケガもするしで、ヒヤヒヤです。またもう一つのミッションは、うその多い大マスコミではない世界情勢のウォッチング＆リリースです。
これは聖書と一対で読む必要が大いにあると思います。そんな一週間です。

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！
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─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

第1回オメガプレミアム・グレイスセミナー
日本全国から沖縄県内から早々にお申し込みを頂き誠にありがとう
ございます。「OMEGAセミナーIN 沖縄」は、55名の定員に達し、満席に
なりました。沖縄セミナーの告知をした当初より、会場の座席数が増え
ましたので、若干名、一般申込にて受け付けいたします。
受付期間10月20日まで（別紙チラシあり）

1 2030日本宣教プラン「OJ47」のために
いよいよ第2回オメガグレイス・ジャパンツアー2023がスタートします！ 
栄子・スティーブンス師の健康が守られ油注ぎが満ちあふれますように。
各集会の準備と祝福のために。再臨への希望と信仰が深められ、日本
全国の教会と地域の祝福となりますようにお祈りください。
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報告　
7月に行われた「One Voice Global Prayer Network」（略してGPN）

の定期オンライン集会では、栄子・スティーブンス先生（アメリカ在住）を
お招きし、共に主を礼拝できた恵みを感謝いたします。

集会には、日本を始め、ニュージーランド、オーストラリア、アメリカ、
中国、イスラエルなどから44名ほどがご参加くださり、大変な反響と多く
の「霊の目覚め」がありました。

実は！GPNの活動のビジョンは、CGNTV『シャロームイスラエル
SeasonⅠ・Ⅱ』の動画を見たことから始まっています。

私たちのZOOM集会の参加者の過半数の方々は、イスラエル視点に
あまりなじみがありません。

栄子先生のお話を通して、旧約聖書の預言の成就、神のマスタープラン、
イスラエルのために祈ることが日本のリバイバルに繋がるということなど、
明確に知ることで新しい世界への目覚めとなりました。

参加者の方から「イスラエルの祈り会を始めたい」「教会の牧師さんの
ために祈りたい」というお声を頂き、大変うれしく思っています。

8月にはZOOMで黙示録セミナーが開催されました。ハレルヤ‼
これからもオメガ・ジャパンの活動を通して、多くの霊の救いと覚醒が

起こりますように心からお祈りいたします。
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OMEGAセミナー 
IN 沖縄

栄子・スティーブンス｠

プロフィール

One Voice Global Prayer Network　
代表：ミユキ・パッカー（ニュージーランド在住）
クリスチャン新聞2023年8月20日号に記事掲載あり

2023年7月オンラインセミナーにて
栄子師

米国 自宅の書斎より

「ニュージーランド・オンラインセミナー開催」第2回オメガグレイス・ジャパンツアー2023
いよいよ栄子・スティーブンス先生が
来日します！！

CGNTV『シャロームイスラエルSeason Ⅰ・Ⅱ』
世界の日本人教会へ恵みの輪が拡がっています。

予 定 地 域：北海道、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、長野県、
　　　　　　  愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、沖縄県
日本滞在予定：9月20日～12月8日
※2023年9月～12月スケジュールは、オメガHPよりご確認いただけます。

講演・セミナースケジュール

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。
イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。
1996年 B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース日本支部局）設立。
2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ・ミニストリーズ（現 一般
社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在は、アメリカに拠点を置き、執筆
活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。
日本CGNTV『シャロームイスラエルSeason Ⅰ・Ⅱ』主演者・講師。
幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。

「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
現在、米国教会を中心に世界からも終末論を語る講師として期待されて
いる神の器。

一般申込受付開始！！！

第2回オメガグレイス・ジャパンツアー2023
スケジュール
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これは、素晴らしい神様のご臨在で輝いて
いる、新しいエルサレムの威厳ある飾りとも
言えるでしょう。

12の門に御使いがいるのは、セキュリティー
チェックのためではありません。恐らく、人
間に仕える姿を現していると考えられます。
門には「イスラエルの子らの十二部族の名」
があり、新天新地に入ることができた人々
全員が、人間のために書かれた「神様のラ
ブレター」である聖書を守り続けてくれたイ
スラエルのおかげです。アブラハム・イサ
ク・ヤコブの神様に出会えたことは、彼らの
おかげなのです。誰もが、アブラハムの子
孫に感謝して、日々を過ごす時が来たのです。
「東に三つの門、北に三つの門、南に三つ
の門、西に三つの門があった」（13節）。12
の門が、新しいエルサレムを公平に取り巻

新しいエルサレムの大きさ
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録21章12節から14節、「都
には大きな高い城壁と十二の門があって、
それらの門には十二人の御使いがおり、イ
スラエルの子らの十二部族の名が書いて
あった。東に三つの門、北に三つの門、南
に三つの門、西に三つの門があった。また、
都の城壁には十二の土台石があり、それには、
小羊の十二使徒の十二の名が書いてあった」

「都には大きな高い城壁と十二の門があっ
て、それらの門には十二人の御使いがおり、
イスラエルの子らの十二部族の名が書いて
あった」（12節）。一般に高い城壁は、敵の
侵入を防ぐためです。しかし、新しいエル
サレムには、襲ってくる敵が全くありません。

いています。「都の城壁には十二の土台石が
あり、それには、小羊の十二使徒の十二の
名が書いてあった」（14節）。新しいエルサ
レムの城壁の土台となっているのは、全世
界に福音を伝える基となった、12使徒の名
前です。命を懸けて福音を伝えた人々一人
ひとりに感謝しつつ、日々を過ごすためだと
考えられます。

黙示録21章15節から17節、「また、私と
話していた者は都とその門とその城壁とを
測る金の測りざおを持っていた。都は四角で、
その長さと幅は同じである。彼がそのさおで
都を測ると、一万二千スタディオンあった。長
さも幅も高さも同じである。また、彼がその城
壁を測ると、人間の尺度で百四十四ペーキュ
スあった。これが御使いの尺度でもあった」

「私と話していた者は都とその門とその城
壁とを測る金の測りざおを持っていた」（15
節）とあります。御使いが測りざおで、新し
いエルサレムのサイズを測っています。私た
ちが新しいエルサレムをイメージすることが
できるためです。
「都は四角で、その長さと幅は同じである。
彼がそのさおで都を測ると、一万二千スタ
ディオンあった。長さも幅も高さも同じであ
る」（16節）ということが分かります。また
神学者の中には、都の形はピラミッドのよ
うな形ではないかと考える方もおられます。
都は、荒野の幕屋の至聖所の空間と同じ形
で、立方体であると考えられます。1万2千
スタディオンで、長さも幅も高さも同じく
2200㎞の立方体です。

アメリカのカルフォルニアから、アメリカ
中央のカンザスまで約2500kmです。1日
9時間から10時間運転して、約3日間かか
ります。これらと比較すると、新しいエルサ
レムを車で一周するのに、約110時間かか
ることになります。この広さは、ヨーロッパ
大陸が隠れる広さで、アメリカ合衆国のほ
とんどの部分が隠れる広さです。高さも同じ
2200kmですから、地球に背の高い、大き
な建物が飛び出しているのです。エベレスト
山の標高が、8848mですから、新しいエ
ルサレムの高さは、エベレスト山の約250
倍の高さになります。私たちの想像をはる
かに超えるサイズです。

「また、彼がその城壁を測ると、人間の尺
度で百四十四ペーキュスあった。これが御

「その城壁は碧玉で造られ、都は混じりけ
のないガラスに似た純金でできていた」（18
節）現在の地球にある金は透き通っていませ
んからイメージしにくいです。しかし私たち
には、金もあり、ガラスもあります。ゆえに
純金の色をしたガラスを想像できます。
「都の城壁の土台石はあらゆる宝石で飾ら
れていた。第一の土台石は碧玉、第二はサ
ファイヤ、第三は玉髄、第四は緑玉、第五
は赤縞めのう、第六は赤めのう、第七は貴
かんらん石、第八は緑柱石、第九は黄玉、
第十は緑玉髄、第十一は青玉、第十二は紫
水晶であった」（19～20節）

都の城壁には、12使徒の名が記されて
います。

1.第一段目からの色を見ますと、碧玉は
緑、赤、黄色があり、どの色が使われて
いるのか分かりません。

2.二段目は青のサファイヤ、
3.三段目は玉髄で、
4.四段目も緑玉です。
5.五段目の縞めのうは、赤、茶色、黄色

などが混じった縞模様です。
6.六段目は炎のように赤い、赤めのうで、
7.七段目は黄金色の貴かんらん石です。
8.八段目は、緑の緑柱石で、
9.九段目は、黄緑の黄玉、
10.十段目の緑玉髄は、最近の訳は「ひすい」

と訳されていますから緑です。
11.十一段目は青色の青玉、
12.十二段目は美しい紫水晶です。

使いの尺度でもあった」（17節）。城壁の高
さは約65mです。新しいエルサレムのサイ
ズと比較しますと、全くバランスが取れてい
ないように思えますが、シャカイナグロー
リーで輝いている巨大な建物に、ネックレス
の飾りをつけたようなものかもしれません。
威厳のある最も美しい建造物だと考えられ
ます。この美しい巨大な永遠の神の都エル
サレムは、地球のどこに降りてくるのでしょ
う。そのヒントは創世記にあります。

創世記15章18節、「その日、主はアブラ
ムと契約を結んで仰せられた。『わたしはあ
なたの子孫に、この地を与える。エジプト
の川から、あの大川、ユーフラテス川まで』」

この巨大な土地は、一度もイスラエルの
ものとはなってはいません。メシア王国でも、
この契約は成就していません。しかし、新
しいエルサレムが天から降りてくる時には、
エルサレムが中心となり、それらすべての土
地の上に降りてくることでしょう。

黙示録21章18節から21節、「その城壁
は碧玉で造られ、都は混じりけのないガラス
に似た純金でできていた。都の城壁の土台
石はあらゆる宝石で飾られていた。第一の
土台石は碧玉、第二はサファイヤ、第三は玉
髄、第四は緑玉、第五は赤縞めのう、第六は
赤めのう、第七は貴かんらん石、第八は緑柱
石、第九は黄玉、第十は緑玉髄、第十一は青
玉、第十二は紫水晶であった。また、十二の
門は十二の真珠であった。どの門もそれぞ
れ一つの真珠からできていた。都の大通りは、
透き通ったガラスのような純金であった」

最初に創造されたエデンの園は、宝石と
鉱石、そして火の石でつくられていました。
新天新地のエルサレムは、それらの宝石と、
アダムとエバが創造された時の、エデンの
園の美しさの両方が備えられています。こ
れらの12段の石、それぞれに12使徒の名
前が記されています。そして美しい城壁の土
台石を見るたび、イエス・キリストの弟子た
ちに感謝します。

「十二の門は十二の真珠であった。どの門も
それぞれ一つの真珠からできていた」（21節）。

恐らく、門は大きな門だと思われますが、
その門は巨大な一つの真珠です。想像しが
たいサイズですが、神様は私たちが想像で
きるように、小さな真珠をアコヤガイの中に
入れてくださっています。モーセの律法によ
りますと、貝類やエビなどは食物規定では
汚れた物とされています。申命記14章9節
で水の中の物は、ひれとうろこのある物し
か食べることができません。そのためユダヤ
人にとっては、真珠はあまり良い物だと考え
られていません。ユダヤ人で真珠のネックレ
スをしている女性はとても珍しいと思います。
私は18年間イスラエルで過ごしましたが、
ユダヤ人が真珠のネックレスをしているのは
見たことがありません。　

では、どうして、シャカイナグローリーが
いつもご臨在なさる所、永遠の神の都エル
サレムに入っていく門が、食物規定で汚れ
た物とされているはずの真珠でできているの
でしょうか。

恐らく、これは門にイスラエルの12部族
の名が書かれていて、神の都に到着できた
異邦人が、イスラエルの民に感謝を忘れな
いためでしょう。同じく、イスラエルの民が
救い主イエス・キリストを知ることができ、
神の都に到着できたのは、異邦人の伝道か
ら始まっているからだと考えられます。

ようなものです。すばらしい値うちの真珠を
一つ見つけた者は、行って持ち物を全部売
り払ってそれを買ってしまいます」

これはイエス様が異邦人の救いのために、
「行って持ち物を全部売り払って」と言われ
ているように、異邦人の救いのために主が
命を捧げてくださったことを語っています。
黙示録21章21節では、「都の大通りは、透き
通ったガラスのような純金であった」、と書
かれています。永遠の神の都の大通りは、
アスファルトではなく、最も美しい聖なる純
金です。

新天新地の神殿
黙示録21章22節から25節、「私は、こ

の都の中に神殿を見なかった。それは、万
物の支配者である、神であられる主と、小
羊とが都の神殿だからである。都には、こ
れを照らす太陽も月もいらない。というのは、
神の栄光が都を照らし、小羊が都のあかり
だからである。諸国の民が、都の光によっ
て歩み、地の王たちはその栄光を携えて都
に来る。都の門は一日中決して閉じること
がない。そこには夜がないからである」

イエス・キリストを十字架に架けたという
罪のため、異邦人の世界で散々迫害を受け
てきたイスラエルの民は、イエス・キリスト
を信じられなくなっているのです。近代に
なって、異邦人がそのことを謝罪し始め、
無条件の愛をユダヤ民族に捧げ、心を癒や
して、メシア・イエスを信じられるように
なってきたのです。今や異邦人が伝道しなく
ても、ユダヤ人がユダヤ人に伝道して、イス
ラエルの土地にコングリゲーションと呼ばれ
るメシアニック・ジュ―の教会が次 と々建て
られているのです。

そして、大患難時代の後半にユダヤ人が
ボツラに逃げた時には、異邦人クリスチャン
があらかじめ用意して隠しておいた聖書も用
いられて、民族的救いに導かれるのです。
イエス・キリストの救いが異邦人を通して
やって来たことのしるしとして、都の門は真
珠で出来ているのだと思います。

イエス様が語られた天の御国のたとえ話
があります。

マタイの福音書13章45節と46節、「また、
天の御国は、良い真珠を捜している商人の

「私は、この都の中に神殿を見なかった。
それは、万物の支配者である、神であられ
る主と、小羊とが都の神殿だからである」

（22節）と書かれています。黙示録11章19
節で、ヨハネは天国に挙げられた時に、神
殿を見ています。しかし、新しいエルサレム
には神殿がありません。以前サタンが出入
りしていた天国には神殿があり、罪人がいた
地上にも神殿がありました。そしてそれは、神
様のご臨在なさる所を聖別するためでした。

永遠の神の都、新しいエルサレムでは、
父なる神様とイエス様ご自身が神殿であり、
私たちはイエス様の御体です。もはや神殿
は不要です。

「都には、これを照らす太陽も月もいらない。
というのは、神の栄光が都を照らし、小羊
が都のあかりだからである」（23節）と言わ
れるのは、太陽と月が地球からなくなった
わけではないと思われます。けれども、創造主
ご自身の栄光に満たされている都は、シャカ
イナグローリーの栄光によって神々しく光っ
ており、被造物の光は必要ではありません。

新しいエルサレムでは、十字架の血潮に
よって、完全にきよめられた者たちが住んで
いますから、もう太陽も月も必要がなく、
シャカイナグローリーで包まれ、電気もラン
プも不要です。

「諸国の民が、都の光によって歩み、地の王
たちはその栄光を携えて都に来る」（24節）
と言われているこのみことばから見ますと、

携えて来る」（26節）とあります。新しいエ
ルサレムに入ることができる者は、栄光と誉
を主に携えてきた者たちのみです。「しかし、
すべて汚れた者や、憎むべきことと偽りとを
行う者は、決して都に入れない。小羊のい
のちの書に名が書いてある者だけが、入る
ことができる」（27節）と聖書に書かれてい
ます。一方、罪人たちは火と硫黄の池に入っ
た者たちです。彼らは、とこしえに神様と離
れてしまいました。これらの人々の名は、小羊
のいのちの書には書かれていませんでした。

エペソ人への手紙1章4節と5節、「神は私
たちを世界の基の置かれる前から彼にあっ
て選び、御前で聖く、傷のない者にしよう
とされました。神は、みむねとみこころのま
まに、私たちをイエス・キリストによってご
自分の子にしようと、愛をもってあらかじめ
定めておられました」

神様は、世界の基が置かれる前から、イ
エス・キリストを信じる者が、神の子となる
ご計画をなさっていました。

新しいエルサレムの外に諸国の民が住んで
いると考えられます。恐らく全員が神様を心
から愛して、その愛のゆえに、再び罪を犯
す者はいないと思われます。

しかし、千年王国で生まれた肉体を持っ
ていた、神様を信じる百歳以上の人々が多
くいました。彼らは全員、新しいエルサレム
に上ってきて、主を礼拝し、命の木を頂く
人々だと考えられます。命の木の実を食べ
ることによって、永遠に生きることができま
す。神様がアブラハムと契約なさった永遠
の契約は、とこしえに続きます。諸国の民は、
ギリシャ語では異邦人を表しています。永遠
の神の都に、イスラエルの民と異邦人が感
謝と喜びに包まれて、共に過ごしているの
だと考えられます。

黙示録21章25節から27節、「都の門は
一日中決して閉じることがない。そこには夜
がないからである。こうして、人々は諸国の
民の栄光と誉れとを、そこに携えて来る。し
かし、すべて汚れた者や、憎むべきことと偽
りとを行う者は、決して都に入れない。小
羊のいのちの書に名が書いてある者だけが、
入ることができる」

「都の門は一日中決して閉じることがない。
そこには夜がないからである」（25節）と言
われています。ここでは夜がないことを強調
しています。これは罪が全くなく、罪を犯す者
もいないので門を閉じる必要がないのです。
「人々は諸国の民の栄光と誉れとを、そこに
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永遠の神の都、
新しいエルサレムがくだってくる

新しいエルサレムについて今月も共に学んでまいりましょう。

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
現在、米国教会を中心に世界からも終末論を語る講師として期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人 は々幸いである。時が近づいているからである。黙示録1:3
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これは、素晴らしい神様のご臨在で輝いて
いる、新しいエルサレムの威厳ある飾りとも
言えるでしょう。

12の門に御使いがいるのは、セキュリティー
チェックのためではありません。恐らく、人
間に仕える姿を現していると考えられます。
門には「イスラエルの子らの十二部族の名」
があり、新天新地に入ることができた人々
全員が、人間のために書かれた「神様のラ
ブレター」である聖書を守り続けてくれたイ
スラエルのおかげです。アブラハム・イサ
ク・ヤコブの神様に出会えたことは、彼らの
おかげなのです。誰もが、アブラハムの子
孫に感謝して、日々を過ごす時が来たのです。
「東に三つの門、北に三つの門、南に三つ
の門、西に三つの門があった」（13節）。12
の門が、新しいエルサレムを公平に取り巻

新しいエルサレムの大きさ
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録21章12節から14節、「都
には大きな高い城壁と十二の門があって、
それらの門には十二人の御使いがおり、イ
スラエルの子らの十二部族の名が書いて
あった。東に三つの門、北に三つの門、南
に三つの門、西に三つの門があった。また、
都の城壁には十二の土台石があり、それには、
小羊の十二使徒の十二の名が書いてあった」

「都には大きな高い城壁と十二の門があっ
て、それらの門には十二人の御使いがおり、
イスラエルの子らの十二部族の名が書いて
あった」（12節）。一般に高い城壁は、敵の
侵入を防ぐためです。しかし、新しいエル
サレムには、襲ってくる敵が全くありません。

いています。「都の城壁には十二の土台石が
あり、それには、小羊の十二使徒の十二の
名が書いてあった」（14節）。新しいエルサ
レムの城壁の土台となっているのは、全世
界に福音を伝える基となった、12使徒の名
前です。命を懸けて福音を伝えた人々一人
ひとりに感謝しつつ、日々を過ごすためだと
考えられます。

黙示録21章15節から17節、「また、私と
話していた者は都とその門とその城壁とを
測る金の測りざおを持っていた。都は四角で、
その長さと幅は同じである。彼がそのさおで
都を測ると、一万二千スタディオンあった。長
さも幅も高さも同じである。また、彼がその城
壁を測ると、人間の尺度で百四十四ペーキュ
スあった。これが御使いの尺度でもあった」

「私と話していた者は都とその門とその城
壁とを測る金の測りざおを持っていた」（15
節）とあります。御使いが測りざおで、新し
いエルサレムのサイズを測っています。私た
ちが新しいエルサレムをイメージすることが
できるためです。
「都は四角で、その長さと幅は同じである。
彼がそのさおで都を測ると、一万二千スタ
ディオンあった。長さも幅も高さも同じであ
る」（16節）ということが分かります。また
神学者の中には、都の形はピラミッドのよ
うな形ではないかと考える方もおられます。
都は、荒野の幕屋の至聖所の空間と同じ形
で、立方体であると考えられます。1万2千
スタディオンで、長さも幅も高さも同じく
2200㎞の立方体です。

アメリカのカルフォルニアから、アメリカ
中央のカンザスまで約2500kmです。1日
9時間から10時間運転して、約3日間かか
ります。これらと比較すると、新しいエルサ
レムを車で一周するのに、約110時間かか
ることになります。この広さは、ヨーロッパ
大陸が隠れる広さで、アメリカ合衆国のほ
とんどの部分が隠れる広さです。高さも同じ
2200kmですから、地球に背の高い、大き
な建物が飛び出しているのです。エベレスト
山の標高が、8848mですから、新しいエ
ルサレムの高さは、エベレスト山の約250
倍の高さになります。私たちの想像をはる
かに超えるサイズです。

「また、彼がその城壁を測ると、人間の尺
度で百四十四ペーキュスあった。これが御

「その城壁は碧玉で造られ、都は混じりけ
のないガラスに似た純金でできていた」（18
節）現在の地球にある金は透き通っていませ
んからイメージしにくいです。しかし私たち
には、金もあり、ガラスもあります。ゆえに
純金の色をしたガラスを想像できます。
「都の城壁の土台石はあらゆる宝石で飾ら
れていた。第一の土台石は碧玉、第二はサ
ファイヤ、第三は玉髄、第四は緑玉、第五
は赤縞めのう、第六は赤めのう、第七は貴
かんらん石、第八は緑柱石、第九は黄玉、
第十は緑玉髄、第十一は青玉、第十二は紫
水晶であった」（19～20節）

都の城壁には、12使徒の名が記されて
います。

1.第一段目からの色を見ますと、碧玉は
緑、赤、黄色があり、どの色が使われて
いるのか分かりません。

2.二段目は青のサファイヤ、
3.三段目は玉髄で、
4.四段目も緑玉です。
5.五段目の縞めのうは、赤、茶色、黄色

などが混じった縞模様です。
6.六段目は炎のように赤い、赤めのうで、
7.七段目は黄金色の貴かんらん石です。
8.八段目は、緑の緑柱石で、
9.九段目は、黄緑の黄玉、
10.十段目の緑玉髄は、最近の訳は「ひすい」

と訳されていますから緑です。
11.十一段目は青色の青玉、
12.十二段目は美しい紫水晶です。

使いの尺度でもあった」（17節）。城壁の高
さは約65mです。新しいエルサレムのサイ
ズと比較しますと、全くバランスが取れてい
ないように思えますが、シャカイナグロー
リーで輝いている巨大な建物に、ネックレス
の飾りをつけたようなものかもしれません。
威厳のある最も美しい建造物だと考えられ
ます。この美しい巨大な永遠の神の都エル
サレムは、地球のどこに降りてくるのでしょ
う。そのヒントは創世記にあります。

創世記15章18節、「その日、主はアブラ
ムと契約を結んで仰せられた。『わたしはあ
なたの子孫に、この地を与える。エジプト
の川から、あの大川、ユーフラテス川まで』」

この巨大な土地は、一度もイスラエルの
ものとはなってはいません。メシア王国でも、
この契約は成就していません。しかし、新
しいエルサレムが天から降りてくる時には、
エルサレムが中心となり、それらすべての土
地の上に降りてくることでしょう。

黙示録21章18節から21節、「その城壁
は碧玉で造られ、都は混じりけのないガラス
に似た純金でできていた。都の城壁の土台
石はあらゆる宝石で飾られていた。第一の
土台石は碧玉、第二はサファイヤ、第三は玉
髄、第四は緑玉、第五は赤縞めのう、第六は
赤めのう、第七は貴かんらん石、第八は緑柱
石、第九は黄玉、第十は緑玉髄、第十一は青
玉、第十二は紫水晶であった。また、十二の
門は十二の真珠であった。どの門もそれぞ
れ一つの真珠からできていた。都の大通りは、
透き通ったガラスのような純金であった」

最初に創造されたエデンの園は、宝石と
鉱石、そして火の石でつくられていました。
新天新地のエルサレムは、それらの宝石と、
アダムとエバが創造された時の、エデンの
園の美しさの両方が備えられています。こ
れらの12段の石、それぞれに12使徒の名
前が記されています。そして美しい城壁の土
台石を見るたび、イエス・キリストの弟子た
ちに感謝します。

「十二の門は十二の真珠であった。どの門も
それぞれ一つの真珠からできていた」（21節）。

恐らく、門は大きな門だと思われますが、
その門は巨大な一つの真珠です。想像しが
たいサイズですが、神様は私たちが想像で
きるように、小さな真珠をアコヤガイの中に
入れてくださっています。モーセの律法によ
りますと、貝類やエビなどは食物規定では
汚れた物とされています。申命記14章9節
で水の中の物は、ひれとうろこのある物し
か食べることができません。そのためユダヤ
人にとっては、真珠はあまり良い物だと考え
られていません。ユダヤ人で真珠のネックレ
スをしている女性はとても珍しいと思います。
私は18年間イスラエルで過ごしましたが、
ユダヤ人が真珠のネックレスをしているのは
見たことがありません。　

では、どうして、シャカイナグローリーが
いつもご臨在なさる所、永遠の神の都エル
サレムに入っていく門が、食物規定で汚れ
た物とされているはずの真珠でできているの
でしょうか。

恐らく、これは門にイスラエルの12部族
の名が書かれていて、神の都に到着できた
異邦人が、イスラエルの民に感謝を忘れな
いためでしょう。同じく、イスラエルの民が
救い主イエス・キリストを知ることができ、
神の都に到着できたのは、異邦人の伝道か
ら始まっているからだと考えられます。

ようなものです。すばらしい値うちの真珠を
一つ見つけた者は、行って持ち物を全部売
り払ってそれを買ってしまいます」

これはイエス様が異邦人の救いのために、
「行って持ち物を全部売り払って」と言われ
ているように、異邦人の救いのために主が
命を捧げてくださったことを語っています。
黙示録21章21節では、「都の大通りは、透き
通ったガラスのような純金であった」、と書
かれています。永遠の神の都の大通りは、
アスファルトではなく、最も美しい聖なる純
金です。

新天新地の神殿
黙示録21章22節から25節、「私は、こ

の都の中に神殿を見なかった。それは、万
物の支配者である、神であられる主と、小
羊とが都の神殿だからである。都には、こ
れを照らす太陽も月もいらない。というのは、
神の栄光が都を照らし、小羊が都のあかり
だからである。諸国の民が、都の光によっ
て歩み、地の王たちはその栄光を携えて都
に来る。都の門は一日中決して閉じること
がない。そこには夜がないからである」

イエス・キリストを十字架に架けたという
罪のため、異邦人の世界で散々迫害を受け
てきたイスラエルの民は、イエス・キリスト
を信じられなくなっているのです。近代に
なって、異邦人がそのことを謝罪し始め、
無条件の愛をユダヤ民族に捧げ、心を癒や
して、メシア・イエスを信じられるように
なってきたのです。今や異邦人が伝道しなく
ても、ユダヤ人がユダヤ人に伝道して、イス
ラエルの土地にコングリゲーションと呼ばれ
るメシアニック・ジュ―の教会が次 と々建て
られているのです。

そして、大患難時代の後半にユダヤ人が
ボツラに逃げた時には、異邦人クリスチャン
があらかじめ用意して隠しておいた聖書も用
いられて、民族的救いに導かれるのです。
イエス・キリストの救いが異邦人を通して
やって来たことのしるしとして、都の門は真
珠で出来ているのだと思います。

イエス様が語られた天の御国のたとえ話
があります。

マタイの福音書13章45節と46節、「また、
天の御国は、良い真珠を捜している商人の

「私は、この都の中に神殿を見なかった。
それは、万物の支配者である、神であられ
る主と、小羊とが都の神殿だからである」

（22節）と書かれています。黙示録11章19
節で、ヨハネは天国に挙げられた時に、神
殿を見ています。しかし、新しいエルサレム
には神殿がありません。以前サタンが出入
りしていた天国には神殿があり、罪人がいた
地上にも神殿がありました。そしてそれは、神
様のご臨在なさる所を聖別するためでした。

永遠の神の都、新しいエルサレムでは、
父なる神様とイエス様ご自身が神殿であり、
私たちはイエス様の御体です。もはや神殿
は不要です。

「都には、これを照らす太陽も月もいらない。
というのは、神の栄光が都を照らし、小羊
が都のあかりだからである」（23節）と言わ
れるのは、太陽と月が地球からなくなった
わけではないと思われます。けれども、創造主
ご自身の栄光に満たされている都は、シャカ
イナグローリーの栄光によって神々しく光っ
ており、被造物の光は必要ではありません。

新しいエルサレムでは、十字架の血潮に
よって、完全にきよめられた者たちが住んで
いますから、もう太陽も月も必要がなく、
シャカイナグローリーで包まれ、電気もラン
プも不要です。

「諸国の民が、都の光によって歩み、地の王
たちはその栄光を携えて都に来る」（24節）
と言われているこのみことばから見ますと、

携えて来る」（26節）とあります。新しいエ
ルサレムに入ることができる者は、栄光と誉
を主に携えてきた者たちのみです。「しかし、
すべて汚れた者や、憎むべきことと偽りとを
行う者は、決して都に入れない。小羊のい
のちの書に名が書いてある者だけが、入る
ことができる」（27節）と聖書に書かれてい
ます。一方、罪人たちは火と硫黄の池に入っ
た者たちです。彼らは、とこしえに神様と離
れてしまいました。これらの人々の名は、小羊
のいのちの書には書かれていませんでした。

エペソ人への手紙1章4節と5節、「神は私
たちを世界の基の置かれる前から彼にあっ
て選び、御前で聖く、傷のない者にしよう
とされました。神は、みむねとみこころのま
まに、私たちをイエス・キリストによってご
自分の子にしようと、愛をもってあらかじめ
定めておられました」

神様は、世界の基が置かれる前から、イ
エス・キリストを信じる者が、神の子となる
ご計画をなさっていました。

新しいエルサレムの外に諸国の民が住んで
いると考えられます。恐らく全員が神様を心
から愛して、その愛のゆえに、再び罪を犯
す者はいないと思われます。

しかし、千年王国で生まれた肉体を持っ
ていた、神様を信じる百歳以上の人々が多
くいました。彼らは全員、新しいエルサレム
に上ってきて、主を礼拝し、命の木を頂く
人々だと考えられます。命の木の実を食べ
ることによって、永遠に生きることができま
す。神様がアブラハムと契約なさった永遠
の契約は、とこしえに続きます。諸国の民は、
ギリシャ語では異邦人を表しています。永遠
の神の都に、イスラエルの民と異邦人が感
謝と喜びに包まれて、共に過ごしているの
だと考えられます。

黙示録21章25節から27節、「都の門は
一日中決して閉じることがない。そこには夜
がないからである。こうして、人々は諸国の
民の栄光と誉れとを、そこに携えて来る。し
かし、すべて汚れた者や、憎むべきことと偽
りとを行う者は、決して都に入れない。小
羊のいのちの書に名が書いてある者だけが、
入ることができる」

「都の門は一日中決して閉じることがない。
そこには夜がないからである」（25節）と言
われています。ここでは夜がないことを強調
しています。これは罪が全くなく、罪を犯す者
もいないので門を閉じる必要がないのです。
「人々は諸国の民の栄光と誉れとを、そこに
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1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、
B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を
設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』
主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
現在、米国教会を中心に世界からも終末論を語る講師として期待されている神の器。

栄子・スティーブンス

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人 は々幸いである。時が近づいているからである。黙示録1:3
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これは、素晴らしい神様のご臨在で輝いて
いる、新しいエルサレムの威厳ある飾りとも
言えるでしょう。
12の門に御使いがいるのは、セキュリティー

チェックのためではありません。恐らく、人
間に仕える姿を現していると考えられます。
門には「イスラエルの子らの十二部族の名」
があり、新天新地に入ることができた人々
全員が、人間のために書かれた「神様のラ
ブレター」である聖書を守り続けてくれたイ
スラエルのおかげです。アブラハム・イサ
ク・ヤコブの神様に出会えたことは、彼らの
おかげなのです。誰もが、アブラハムの子
孫に感謝して、日々を過ごす時が来たのです。
「東に三つの門、北に三つの門、南に三つ
の門、西に三つの門があった」（13節）。12
の門が、新しいエルサレムを公平に取り巻

新しいエルサレムの大きさ
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録21章12節から14節、「都
には大きな高い城壁と十二の門があって、
それらの門には十二人の御使いがおり、イ
スラエルの子らの十二部族の名が書いて
あった。東に三つの門、北に三つの門、南
に三つの門、西に三つの門があった。また、
都の城壁には十二の土台石があり、それには、
小羊の十二使徒の十二の名が書いてあった」

「都には大きな高い城壁と十二の門があっ
て、それらの門には十二人の御使いがおり、
イスラエルの子らの十二部族の名が書いて
あった」（12節）。一般に高い城壁は、敵の
侵入を防ぐためです。しかし、新しいエル
サレムには、襲ってくる敵が全くありません。

いています。「都の城壁には十二の土台石が
あり、それには、小羊の十二使徒の十二の
名が書いてあった」（14節）。新しいエルサ
レムの城壁の土台となっているのは、全世
界に福音を伝える基となった、12使徒の名
前です。命を懸けて福音を伝えた人々一人
ひとりに感謝しつつ、日々を過ごすためだと
考えられます。

黙示録21章15節から17節、「また、私と
話していた者は都とその門とその城壁とを
測る金の測りざおを持っていた。都は四角で、
その長さと幅は同じである。彼がそのさおで
都を測ると、一万二千スタディオンあった。長
さも幅も高さも同じである。また、彼がその城
壁を測ると、人間の尺度で百四十四ペーキュ
スあった。これが御使いの尺度でもあった」

「私と話していた者は都とその門とその城
壁とを測る金の測りざおを持っていた」（15
節）とあります。御使いが測りざおで、新し
いエルサレムのサイズを測っています。私た
ちが新しいエルサレムをイメージすることが
できるためです。
「都は四角で、その長さと幅は同じである。
彼がそのさおで都を測ると、一万二千スタ
ディオンあった。長さも幅も高さも同じであ
る」（16節）ということが分かります。また
神学者の中には、都の形はピラミッドのよ
うな形ではないかと考える方もおられます。
都は、荒野の幕屋の至聖所の空間と同じ形
で、立方体であると考えられます。1万2千
スタディオンで、長さも幅も高さも同じく
2200㎞の立方体です。

アメリカのカルフォルニアから、アメリカ
中央のカンザスまで約2500kmです。1日
9時間から10時間運転して、約3日間かか
ります。これらと比較すると、新しいエルサ
レムを車で一周するのに、約110時間かか
ることになります。この広さは、ヨーロッパ
大陸が隠れる広さで、アメリカ合衆国のほ
とんどの部分が隠れる広さです。高さも同じ
2200kmですから、地球に背の高い、大き
な建物が飛び出しているのです。エベレスト
山の標高が、8848mですから、新しいエ
ルサレムの高さは、エベレスト山の約250
倍の高さになります。私たちの想像をはる
かに超えるサイズです。

「また、彼がその城壁を測ると、人間の尺
度で百四十四ペーキュスあった。これが御

「その城壁は碧玉で造られ、都は混じりけ
のないガラスに似た純金でできていた」（18
節）現在の地球にある金は透き通っていませ
んからイメージしにくいです。しかし私たち
には、金もあり、ガラスもあります。ゆえに
純金の色をしたガラスを想像できます。
「都の城壁の土台石はあらゆる宝石で飾ら
れていた。第一の土台石は碧玉、第二はサ
ファイヤ、第三は玉髄、第四は緑玉、第五
は赤縞めのう、第六は赤めのう、第七は貴
かんらん石、第八は緑柱石、第九は黄玉、
第十は緑玉髄、第十一は青玉、第十二は紫
水晶であった」（19～20節）

都の城壁には、12使徒の名が記されて
います。

1.第一段目からの色を見ますと、碧玉は
緑、赤、黄色があり、どの色が使われて
いるのか分かりません。

2.二段目は青のサファイヤ、
3.三段目は玉髄で、
4.四段目も緑玉です。
5.五段目の縞めのうは、赤、茶色、黄色
などが混じった縞模様です。

6.六段目は炎のように赤い、赤めのうで、
7.七段目は黄金色の貴かんらん石です。
8.八段目は、緑の緑柱石で、
9.九段目は、黄緑の黄玉、
10.十段目の緑玉髄は、最近の訳は「ひすい」
と訳されていますから緑です。

11.十一段目は青色の青玉、
12.十二段目は美しい紫水晶です。

使いの尺度でもあった」（17節）。城壁の高
さは約65mです。新しいエルサレムのサイ
ズと比較しますと、全くバランスが取れてい
ないように思えますが、シャカイナグロー
リーで輝いている巨大な建物に、ネックレス
の飾りをつけたようなものかもしれません。
威厳のある最も美しい建造物だと考えられ
ます。この美しい巨大な永遠の神の都エル
サレムは、地球のどこに降りてくるのでしょ
う。そのヒントは創世記にあります。

創世記15章18節、「その日、主はアブラ
ムと契約を結んで仰せられた。『わたしはあ
なたの子孫に、この地を与える。エジプト
の川から、あの大川、ユーフラテス川まで』」
この巨大な土地は、一度もイスラエルの
ものとはなってはいません。メシア王国でも、
この契約は成就していません。しかし、新
しいエルサレムが天から降りてくる時には、
エルサレムが中心となり、それらすべての土
地の上に降りてくることでしょう。

黙示録21章18節から21節、「その城壁
は碧玉で造られ、都は混じりけのないガラス
に似た純金でできていた。都の城壁の土台
石はあらゆる宝石で飾られていた。第一の
土台石は碧玉、第二はサファイヤ、第三は玉
髄、第四は緑玉、第五は赤縞めのう、第六は
赤めのう、第七は貴かんらん石、第八は緑柱
石、第九は黄玉、第十は緑玉髄、第十一は青
玉、第十二は紫水晶であった。また、十二の
門は十二の真珠であった。どの門もそれぞ
れ一つの真珠からできていた。都の大通りは、
透き通ったガラスのような純金であった」

最初に創造されたエデンの園は、宝石と
鉱石、そして火の石でつくられていました。
新天新地のエルサレムは、それらの宝石と、
アダムとエバが創造された時の、エデンの
園の美しさの両方が備えられています。こ
れらの12段の石、それぞれに12使徒の名
前が記されています。そして美しい城壁の土
台石を見るたび、イエス・キリストの弟子た
ちに感謝します。

「十二の門は十二の真珠であった。どの門も
それぞれ一つの真珠からできていた」（21節）。
恐らく、門は大きな門だと思われますが、

その門は巨大な一つの真珠です。想像しが
たいサイズですが、神様は私たちが想像で
きるように、小さな真珠をアコヤガイの中に
入れてくださっています。モーセの律法によ
りますと、貝類やエビなどは食物規定では
汚れた物とされています。申命記14章9節
で水の中の物は、ひれとうろこのある物し
か食べることができません。そのためユダヤ
人にとっては、真珠はあまり良い物だと考え
られていません。ユダヤ人で真珠のネックレ
スをしている女性はとても珍しいと思います。
私は18年間イスラエルで過ごしましたが、
ユダヤ人が真珠のネックレスをしているのは
見たことがありません。　

では、どうして、シャカイナグローリーが
いつもご臨在なさる所、永遠の神の都エル
サレムに入っていく門が、食物規定で汚れ
た物とされているはずの真珠でできているの
でしょうか。
恐らく、これは門にイスラエルの12部族

の名が書かれていて、神の都に到着できた
異邦人が、イスラエルの民に感謝を忘れな
いためでしょう。同じく、イスラエルの民が
救い主イエス・キリストを知ることができ、
神の都に到着できたのは、異邦人の伝道か
ら始まっているからだと考えられます。

ようなものです。すばらしい値うちの真珠を
一つ見つけた者は、行って持ち物を全部売
り払ってそれを買ってしまいます」
これはイエス様が異邦人の救いのために、

「行って持ち物を全部売り払って」と言われ
ているように、異邦人の救いのために主が
命を捧げてくださったことを語っています。
黙示録21章21節では、「都の大通りは、透き
通ったガラスのような純金であった」、と書
かれています。永遠の神の都の大通りは、
アスファルトではなく、最も美しい聖なる純
金です。

新天新地の神殿
黙示録21章22節から25節、「私は、こ

の都の中に神殿を見なかった。それは、万
物の支配者である、神であられる主と、小
羊とが都の神殿だからである。都には、こ
れを照らす太陽も月もいらない。というのは、
神の栄光が都を照らし、小羊が都のあかり
だからである。諸国の民が、都の光によっ
て歩み、地の王たちはその栄光を携えて都
に来る。都の門は一日中決して閉じること
がない。そこには夜がないからである」

イエス・キリストを十字架に架けたという
罪のため、異邦人の世界で散々迫害を受け
てきたイスラエルの民は、イエス・キリスト
を信じられなくなっているのです。近代に
なって、異邦人がそのことを謝罪し始め、
無条件の愛をユダヤ民族に捧げ、心を癒や
して、メシア・イエスを信じられるように
なってきたのです。今や異邦人が伝道しなく
ても、ユダヤ人がユダヤ人に伝道して、イス
ラエルの土地にコングリゲーションと呼ばれ
るメシアニック・ジュ―の教会が次 と々建て
られているのです。
そして、大患難時代の後半にユダヤ人が
ボツラに逃げた時には、異邦人クリスチャン
があらかじめ用意して隠しておいた聖書も用
いられて、民族的救いに導かれるのです。
イエス・キリストの救いが異邦人を通して
やって来たことのしるしとして、都の門は真
珠で出来ているのだと思います。

イエス様が語られた天の御国のたとえ話
があります。
マタイの福音書13章45節と46節、「また、
天の御国は、良い真珠を捜している商人の

「私は、この都の中に神殿を見なかった。
それは、万物の支配者である、神であられ
る主と、小羊とが都の神殿だからである」
（22節）と書かれています。黙示録11章19
節で、ヨハネは天国に挙げられた時に、神
殿を見ています。しかし、新しいエルサレム
には神殿がありません。以前サタンが出入
りしていた天国には神殿があり、罪人がいた
地上にも神殿がありました。そしてそれは、神
様のご臨在なさる所を聖別するためでした。
永遠の神の都、新しいエルサレムでは、
父なる神様とイエス様ご自身が神殿であり、
私たちはイエス様の御体です。もはや神殿
は不要です。

「都には、これを照らす太陽も月もいらない。
というのは、神の栄光が都を照らし、小羊
が都のあかりだからである」（23節）と言わ
れるのは、太陽と月が地球からなくなった
わけではないと思われます。けれども、創造主
ご自身の栄光に満たされている都は、シャカ
イナグローリーの栄光によって神々しく光っ
ており、被造物の光は必要ではありません。
新しいエルサレムでは、十字架の血潮に

よって、完全にきよめられた者たちが住んで
いますから、もう太陽も月も必要がなく、
シャカイナグローリーで包まれ、電気もラン
プも不要です。

「諸国の民が、都の光によって歩み、地の王
たちはその栄光を携えて都に来る」（24節）
と言われているこのみことばから見ますと、

携えて来る」（26節）とあります。新しいエ
ルサレムに入ることができる者は、栄光と誉
を主に携えてきた者たちのみです。「しかし、
すべて汚れた者や、憎むべきことと偽りとを
行う者は、決して都に入れない。小羊のい
のちの書に名が書いてある者だけが、入る
ことができる」（27節）と聖書に書かれてい
ます。一方、罪人たちは火と硫黄の池に入っ
た者たちです。彼らは、とこしえに神様と離
れてしまいました。これらの人々の名は、小羊
のいのちの書には書かれていませんでした。

エペソ人への手紙1章4節と5節、「神は私
たちを世界の基の置かれる前から彼にあっ
て選び、御前で聖く、傷のない者にしよう
とされました。神は、みむねとみこころのま
まに、私たちをイエス・キリストによってご
自分の子にしようと、愛をもってあらかじめ
定めておられました」

神様は、世界の基が置かれる前から、イ
エス・キリストを信じる者が、神の子となる
ご計画をなさっていました。

新しいエルサレムの外に諸国の民が住んで
いると考えられます。恐らく全員が神様を心
から愛して、その愛のゆえに、再び罪を犯
す者はいないと思われます。
しかし、千年王国で生まれた肉体を持っ
ていた、神様を信じる百歳以上の人々が多
くいました。彼らは全員、新しいエルサレム
に上ってきて、主を礼拝し、命の木を頂く
人々だと考えられます。命の木の実を食べ
ることによって、永遠に生きることができま
す。神様がアブラハムと契約なさった永遠
の契約は、とこしえに続きます。諸国の民は、
ギリシャ語では異邦人を表しています。永遠
の神の都に、イスラエルの民と異邦人が感
謝と喜びに包まれて、共に過ごしているの
だと考えられます。

黙示録21章25節から27節、「都の門は
一日中決して閉じることがない。そこには夜
がないからである。こうして、人々は諸国の
民の栄光と誉れとを、そこに携えて来る。し
かし、すべて汚れた者や、憎むべきことと偽
りとを行う者は、決して都に入れない。小
羊のいのちの書に名が書いてある者だけが、
入ることができる」

「都の門は一日中決して閉じることがない。
そこには夜がないからである」（25節）と言
われています。ここでは夜がないことを強調
しています。これは罪が全くなく、罪を犯す者
もいないので門を閉じる必要がないのです。
「人々は諸国の民の栄光と誉れとを、そこに

都の門は一日中決して閉じることがない。
そこには夜がないからである

ヨハネの黙示録 21章25節
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これは、素晴らしい神様のご臨在で輝いて
いる、新しいエルサレムの威厳ある飾りとも
言えるでしょう。
12の門に御使いがいるのは、セキュリティー

チェックのためではありません。恐らく、人
間に仕える姿を現していると考えられます。
門には「イスラエルの子らの十二部族の名」
があり、新天新地に入ることができた人々
全員が、人間のために書かれた「神様のラ
ブレター」である聖書を守り続けてくれたイ
スラエルのおかげです。アブラハム・イサ
ク・ヤコブの神様に出会えたことは、彼らの
おかげなのです。誰もが、アブラハムの子
孫に感謝して、日々を過ごす時が来たのです。
「東に三つの門、北に三つの門、南に三つ
の門、西に三つの門があった」（13節）。12
の門が、新しいエルサレムを公平に取り巻

新しいエルサレムの大きさ
（新改訳第三版使用）

ヨハネの黙示録21章12節から14節、「都
には大きな高い城壁と十二の門があって、
それらの門には十二人の御使いがおり、イ
スラエルの子らの十二部族の名が書いて
あった。東に三つの門、北に三つの門、南
に三つの門、西に三つの門があった。また、
都の城壁には十二の土台石があり、それには、
小羊の十二使徒の十二の名が書いてあった」

「都には大きな高い城壁と十二の門があっ
て、それらの門には十二人の御使いがおり、
イスラエルの子らの十二部族の名が書いて
あった」（12節）。一般に高い城壁は、敵の
侵入を防ぐためです。しかし、新しいエル
サレムには、襲ってくる敵が全くありません。

いています。「都の城壁には十二の土台石が
あり、それには、小羊の十二使徒の十二の
名が書いてあった」（14節）。新しいエルサ
レムの城壁の土台となっているのは、全世
界に福音を伝える基となった、12使徒の名
前です。命を懸けて福音を伝えた人々一人
ひとりに感謝しつつ、日々を過ごすためだと
考えられます。

黙示録21章15節から17節、「また、私と
話していた者は都とその門とその城壁とを
測る金の測りざおを持っていた。都は四角で、
その長さと幅は同じである。彼がそのさおで
都を測ると、一万二千スタディオンあった。長
さも幅も高さも同じである。また、彼がその城
壁を測ると、人間の尺度で百四十四ペーキュ
スあった。これが御使いの尺度でもあった」

「私と話していた者は都とその門とその城
壁とを測る金の測りざおを持っていた」（15
節）とあります。御使いが測りざおで、新し
いエルサレムのサイズを測っています。私た
ちが新しいエルサレムをイメージすることが
できるためです。
「都は四角で、その長さと幅は同じである。
彼がそのさおで都を測ると、一万二千スタ
ディオンあった。長さも幅も高さも同じであ
る」（16節）ということが分かります。また
神学者の中には、都の形はピラミッドのよ
うな形ではないかと考える方もおられます。
都は、荒野の幕屋の至聖所の空間と同じ形
で、立方体であると考えられます。1万2千
スタディオンで、長さも幅も高さも同じく
2200㎞の立方体です。

アメリカのカルフォルニアから、アメリカ
中央のカンザスまで約2500kmです。1日
9時間から10時間運転して、約3日間かか
ります。これらと比較すると、新しいエルサ
レムを車で一周するのに、約110時間かか
ることになります。この広さは、ヨーロッパ
大陸が隠れる広さで、アメリカ合衆国のほ
とんどの部分が隠れる広さです。高さも同じ
2200kmですから、地球に背の高い、大き
な建物が飛び出しているのです。エベレスト
山の標高が、8848mですから、新しいエ
ルサレムの高さは、エベレスト山の約250
倍の高さになります。私たちの想像をはる
かに超えるサイズです。

「また、彼がその城壁を測ると、人間の尺
度で百四十四ペーキュスあった。これが御

「その城壁は碧玉で造られ、都は混じりけ
のないガラスに似た純金でできていた」（18
節）現在の地球にある金は透き通っていませ
んからイメージしにくいです。しかし私たち
には、金もあり、ガラスもあります。ゆえに
純金の色をしたガラスを想像できます。
「都の城壁の土台石はあらゆる宝石で飾ら
れていた。第一の土台石は碧玉、第二はサ
ファイヤ、第三は玉髄、第四は緑玉、第五
は赤縞めのう、第六は赤めのう、第七は貴
かんらん石、第八は緑柱石、第九は黄玉、
第十は緑玉髄、第十一は青玉、第十二は紫
水晶であった」（19～20節）

都の城壁には、12使徒の名が記されて
います。

1.第一段目からの色を見ますと、碧玉は
緑、赤、黄色があり、どの色が使われて
いるのか分かりません。

2.二段目は青のサファイヤ、
3.三段目は玉髄で、
4.四段目も緑玉です。
5.五段目の縞めのうは、赤、茶色、黄色
などが混じった縞模様です。

6.六段目は炎のように赤い、赤めのうで、
7.七段目は黄金色の貴かんらん石です。
8.八段目は、緑の緑柱石で、
9.九段目は、黄緑の黄玉、
10.十段目の緑玉髄は、最近の訳は「ひすい」
と訳されていますから緑です。

11.十一段目は青色の青玉、
12.十二段目は美しい紫水晶です。

使いの尺度でもあった」（17節）。城壁の高
さは約65mです。新しいエルサレムのサイ
ズと比較しますと、全くバランスが取れてい
ないように思えますが、シャカイナグロー
リーで輝いている巨大な建物に、ネックレス
の飾りをつけたようなものかもしれません。
威厳のある最も美しい建造物だと考えられ
ます。この美しい巨大な永遠の神の都エル
サレムは、地球のどこに降りてくるのでしょ
う。そのヒントは創世記にあります。

創世記15章18節、「その日、主はアブラ
ムと契約を結んで仰せられた。『わたしはあ
なたの子孫に、この地を与える。エジプト
の川から、あの大川、ユーフラテス川まで』」
この巨大な土地は、一度もイスラエルの
ものとはなってはいません。メシア王国でも、
この契約は成就していません。しかし、新
しいエルサレムが天から降りてくる時には、
エルサレムが中心となり、それらすべての土
地の上に降りてくることでしょう。

黙示録21章18節から21節、「その城壁
は碧玉で造られ、都は混じりけのないガラス
に似た純金でできていた。都の城壁の土台
石はあらゆる宝石で飾られていた。第一の
土台石は碧玉、第二はサファイヤ、第三は玉
髄、第四は緑玉、第五は赤縞めのう、第六は
赤めのう、第七は貴かんらん石、第八は緑柱
石、第九は黄玉、第十は緑玉髄、第十一は青
玉、第十二は紫水晶であった。また、十二の
門は十二の真珠であった。どの門もそれぞ
れ一つの真珠からできていた。都の大通りは、
透き通ったガラスのような純金であった」

最初に創造されたエデンの園は、宝石と
鉱石、そして火の石でつくられていました。
新天新地のエルサレムは、それらの宝石と、
アダムとエバが創造された時の、エデンの
園の美しさの両方が備えられています。こ
れらの12段の石、それぞれに12使徒の名
前が記されています。そして美しい城壁の土
台石を見るたび、イエス・キリストの弟子た
ちに感謝します。

「十二の門は十二の真珠であった。どの門も
それぞれ一つの真珠からできていた」（21節）。
恐らく、門は大きな門だと思われますが、

その門は巨大な一つの真珠です。想像しが
たいサイズですが、神様は私たちが想像で
きるように、小さな真珠をアコヤガイの中に
入れてくださっています。モーセの律法によ
りますと、貝類やエビなどは食物規定では
汚れた物とされています。申命記14章9節
で水の中の物は、ひれとうろこのある物し
か食べることができません。そのためユダヤ
人にとっては、真珠はあまり良い物だと考え
られていません。ユダヤ人で真珠のネックレ
スをしている女性はとても珍しいと思います。
私は18年間イスラエルで過ごしましたが、
ユダヤ人が真珠のネックレスをしているのは
見たことがありません。　

では、どうして、シャカイナグローリーが
いつもご臨在なさる所、永遠の神の都エル
サレムに入っていく門が、食物規定で汚れ
た物とされているはずの真珠でできているの
でしょうか。
恐らく、これは門にイスラエルの12部族

の名が書かれていて、神の都に到着できた
異邦人が、イスラエルの民に感謝を忘れな
いためでしょう。同じく、イスラエルの民が
救い主イエス・キリストを知ることができ、
神の都に到着できたのは、異邦人の伝道か
ら始まっているからだと考えられます。

ようなものです。すばらしい値うちの真珠を
一つ見つけた者は、行って持ち物を全部売
り払ってそれを買ってしまいます」
これはイエス様が異邦人の救いのために、

「行って持ち物を全部売り払って」と言われ
ているように、異邦人の救いのために主が
命を捧げてくださったことを語っています。
黙示録21章21節では、「都の大通りは、透き
通ったガラスのような純金であった」、と書
かれています。永遠の神の都の大通りは、
アスファルトではなく、最も美しい聖なる純
金です。

新天新地の神殿
黙示録21章22節から25節、「私は、こ

の都の中に神殿を見なかった。それは、万
物の支配者である、神であられる主と、小
羊とが都の神殿だからである。都には、こ
れを照らす太陽も月もいらない。というのは、
神の栄光が都を照らし、小羊が都のあかり
だからである。諸国の民が、都の光によっ
て歩み、地の王たちはその栄光を携えて都
に来る。都の門は一日中決して閉じること
がない。そこには夜がないからである」

イエス・キリストを十字架に架けたという
罪のため、異邦人の世界で散々迫害を受け
てきたイスラエルの民は、イエス・キリスト
を信じられなくなっているのです。近代に
なって、異邦人がそのことを謝罪し始め、
無条件の愛をユダヤ民族に捧げ、心を癒や
して、メシア・イエスを信じられるように
なってきたのです。今や異邦人が伝道しなく
ても、ユダヤ人がユダヤ人に伝道して、イス
ラエルの土地にコングリゲーションと呼ばれ
るメシアニック・ジュ―の教会が次 と々建て
られているのです。
そして、大患難時代の後半にユダヤ人が
ボツラに逃げた時には、異邦人クリスチャン
があらかじめ用意して隠しておいた聖書も用
いられて、民族的救いに導かれるのです。
イエス・キリストの救いが異邦人を通して
やって来たことのしるしとして、都の門は真
珠で出来ているのだと思います。

イエス様が語られた天の御国のたとえ話
があります。
マタイの福音書13章45節と46節、「また、
天の御国は、良い真珠を捜している商人の

「私は、この都の中に神殿を見なかった。
それは、万物の支配者である、神であられ
る主と、小羊とが都の神殿だからである」
（22節）と書かれています。黙示録11章19
節で、ヨハネは天国に挙げられた時に、神
殿を見ています。しかし、新しいエルサレム
には神殿がありません。以前サタンが出入
りしていた天国には神殿があり、罪人がいた
地上にも神殿がありました。そしてそれは、神
様のご臨在なさる所を聖別するためでした。
永遠の神の都、新しいエルサレムでは、
父なる神様とイエス様ご自身が神殿であり、
私たちはイエス様の御体です。もはや神殿
は不要です。

「都には、これを照らす太陽も月もいらない。
というのは、神の栄光が都を照らし、小羊
が都のあかりだからである」（23節）と言わ
れるのは、太陽と月が地球からなくなった
わけではないと思われます。けれども、創造主
ご自身の栄光に満たされている都は、シャカ
イナグローリーの栄光によって神々しく光っ
ており、被造物の光は必要ではありません。
新しいエルサレムでは、十字架の血潮に

よって、完全にきよめられた者たちが住んで
いますから、もう太陽も月も必要がなく、
シャカイナグローリーで包まれ、電気もラン
プも不要です。

「諸国の民が、都の光によって歩み、地の王
たちはその栄光を携えて都に来る」（24節）
と言われているこのみことばから見ますと、

携えて来る」（26節）とあります。新しいエ
ルサレムに入ることができる者は、栄光と誉
を主に携えてきた者たちのみです。「しかし、
すべて汚れた者や、憎むべきことと偽りとを
行う者は、決して都に入れない。小羊のい
のちの書に名が書いてある者だけが、入る
ことができる」（27節）と聖書に書かれてい
ます。一方、罪人たちは火と硫黄の池に入っ
た者たちです。彼らは、とこしえに神様と離
れてしまいました。これらの人々の名は、小羊
のいのちの書には書かれていませんでした。

エペソ人への手紙1章4節と5節、「神は私
たちを世界の基の置かれる前から彼にあっ
て選び、御前で聖く、傷のない者にしよう
とされました。神は、みむねとみこころのま
まに、私たちをイエス・キリストによってご
自分の子にしようと、愛をもってあらかじめ
定めておられました」

神様は、世界の基が置かれる前から、イ
エス・キリストを信じる者が、神の子となる
ご計画をなさっていました。

新しいエルサレムの外に諸国の民が住んで
いると考えられます。恐らく全員が神様を心
から愛して、その愛のゆえに、再び罪を犯
す者はいないと思われます。
しかし、千年王国で生まれた肉体を持っ
ていた、神様を信じる百歳以上の人々が多
くいました。彼らは全員、新しいエルサレム
に上ってきて、主を礼拝し、命の木を頂く
人々だと考えられます。命の木の実を食べ
ることによって、永遠に生きることができま
す。神様がアブラハムと契約なさった永遠
の契約は、とこしえに続きます。諸国の民は、
ギリシャ語では異邦人を表しています。永遠
の神の都に、イスラエルの民と異邦人が感
謝と喜びに包まれて、共に過ごしているの
だと考えられます。

黙示録21章25節から27節、「都の門は
一日中決して閉じることがない。そこには夜
がないからである。こうして、人々は諸国の
民の栄光と誉れとを、そこに携えて来る。し
かし、すべて汚れた者や、憎むべきことと偽
りとを行う者は、決して都に入れない。小
羊のいのちの書に名が書いてある者だけが、
入ることができる」

「都の門は一日中決して閉じることがない。
そこには夜がないからである」（25節）と言
われています。ここでは夜がないことを強調
しています。これは罪が全くなく、罪を犯す者
もいないので門を閉じる必要がないのです。
「人々は諸国の民の栄光と誉れとを、そこに

都の門は一日中決して閉じることがない。
そこには夜がないからである

ヨハネの黙示録 21章25節
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今の時代が終わった後に来る世界
（新改訳第三版使用）
近年の世界情勢や自然環境の変化を見て、多くの人々が「世界の終
末が近付いている」と感じているようです。では「終末」について、聖書
の預言は何と言っているのでしょうか。

マタイの福音書12章32節でイエス様がこう言われました。「聖霊に逆
らうことを言う者は、だれであっても、この世であろうと次に来る世であ
ろうと、赦されません」
ここでの「次に来る世」とはいつのことを指しているのでしょうか。

次に来る世は、今現在の世が終わってから来る世界です。イエス・
キリストが語られた次に来る世とは、人間の支配により争いや戦争の絶
えない現在の世の時代が終わった後の、キリストが支配される時代を
指しています。
ヨハネの黙示録では、千年の間と書かれている「千年王国（メシア王
国）」の時代が到来します。その後、「新しい天と新しい地の時代」が訪
れ、これは永遠に続く王国の時代です。これはこの地で起こることだと
記されています。

　聖書に書かれたすべての預言はイスラエルに関連しています。教
会はイスラエルと関係がないように思われるかも知れませんが、1世紀に
始まった初代教会はユダヤ人である12使徒を筆頭に、ほとんどがユダ
ヤ人でした。イエス・キリストご自身もユダヤ人です。ユダヤ人の1900
年間にわたる世界離散と並行して、ユダヤ人から始まった教会が続い
てきたのです。
  

次に来る世が到来する前兆
イエス様と共に弟子たちがエルサレムを訪れ、弟子たちが神殿の美し

さに見とれていた時、イエス様は神殿に関する預言をなさいました。
「イエスが宮を出て行かれるとき、弟子たちが近寄って来て、イエス
に宮の建物をさし示した。そこで、イエスは彼らに答えて言われた。

『このすべての物に目をみはっているのでしょう。まことに、あなたがた
に告げます。ここでは、石がくずされずに、積まれたまま残ることは決
してありません』」（マタ24:1～2）

この神殿は紀元前20年から19年ごろ、ヘロデ大王により修築された
ものです。バビロン捕囚から戻って再建した第二神殿の土台まで掘り
返し、古い石をすべて取り除いて新しく石灰岩のエルサレムストーンを
地底から丁寧に積み上げました。美しくする目的でつくり替えられたもの
であり、戦いで破壊されて再建されたものではないため同じ第二神殿です。

新しく切り出された石の大きさは平均28トンで、最大の石の重さは
620トン以上です。どのようにして運ばれ、積み上げられたのかは不明で、
世界の七不思議の一つに語られているほどです。この巨大な石は土台
石の中の一つで、現在見ることができます。

  修築開始からイエス様の時代まで約46年が経過していました（ヨハ
2:20）。まだ完成していませんでしたが、一つ一つの石に彫刻が施され
ており、弟子たちが見とれていた様子が目に浮かびます。この巨大な石
が積み重なった神殿の「石がくずされずに、積まれたまま残ることは決
してありません」（マタ24:2）と預言されたイエス様のおことばは、弟子た
ちに大きなショックを与えたことでしょう。彼らはイエス様に尋ねました。

「お話しください。いつ、そのようなことが起こるのでしょう。あなたの来
られる時や世の終わりには、どんな前兆があるのでしょう」（マタ24:3）

ここで弟子たちは三つの質問をしています。
①いつ神殿が破壊され、石が崩されずに積まれたまま残ることがない

ような出来事が起こるのか。
②イエス様の来られる時の前兆はあるのか。
③世の終わりにはどんな前兆があるのか。

②の質問では、イエス様を目の前にして「あなたの来られる時はいつ
ですか」と聞いていることから、弟子たちはイエス・キリストのご再臨を疑
いなく信じていたと察することができます。
また、①の質問に対しては、マタイの福音書の中でイエス様の答えは
なく、マタイが書き留めていません。神殿が破壊される出来事の前兆に
ついては、ルカの福音書に記されています。

一つ目の、西暦70年に神殿が破壊される時の前兆は、「軍隊がエ
ルサレムを囲む」出来事です。イエス様は、「そのとき、ユダヤにいる
人々は山へ逃げなさい」（ルカ21:21）と言われました。

二つ目は、イエス様が、「それゆえ、預言者ダニエルによって語られ
たあの『荒らす憎むべき者』が、聖なる所に立つのを見たならば、（読者
はよく読み取るように。）そのときは、ユダヤにいる人々は山へ逃げなさ
い」（マタ24:15～16）と言われました。

この二つの出来事の一つは、エルサレムが崩壊しユダヤがローマ帝
国のものとなった時のことで、もう一つは、今の世が終わった後の次に
来る世、つまり「キリストの再臨」の前兆について語っています。恐らくマ
タイは、二つの「山へ逃げなさい」ということを書かないで一つだけを書
き記したのでしょう。人々に混乱を与えるのを恐れたのかもしれません。

ルカの福音書21章20節から21節で、神殿破壊の前兆についてイエ
ス様は預言されました。「エルサレムが軍隊に囲まれるのを見たら、そ
のときには、その滅亡が近づいたことを悟りなさい。 そのとき、ユダヤに
いる人々は山へ逃げなさい。都の中にいる人々は、そこから立ちのきなさ
い。いなかにいる者たちは、都に入ってはいけません」
このことは西暦66年に起こりました。イエス様が十字架に架かられ、
復活され、そして昇天された後のことです。ほとんどの弟子たちが健全
に宣教活動をしていたこの時期に、ローマ軍とユダヤ人の反乱が起こり
ました。西暦70 年まで続いたこの戦いは、世の終わりが来たと思わせ
るような大戦争となりました。
ローマ軍はすぐにエルサレムの町を囲みましたが、ユダヤ民族は彼ら
の想像以上に強く、戦いの初めはユダヤ民族が勝利を得てローマ軍は
撤退、リーダーも殺されました。「そのとき、ユダヤにいる人々は山へ逃
げなさい」というイエス様のおことばに従う人々に、逃げるチャンスが与え
られたのです。
この出来事については、1世紀の歴史家フラウィウス・ヨセフスの『ユ
ダヤ戦記 第3巻』に明記されています。ローマ帝国は、豪華な第二神
殿を破壊せず、ローマの神々の神殿として使いたかったのですが、戦
いが激しくなるにつれ、怒りも激しくなり、ユダヤ民族に対する憎しみに
歯止めがかからなくなり、怒り狂って神殿を破壊してしまいました。

神殿の装飾
第二神殿の豪華な装飾には多くの金銀が使われていました。神殿が
炎上した時、金銀の装飾は溶けて流れていきました。隙間なくぴったり
重ねられていた石灰岩の建築物は火事の熱で崩れる部分ができ、そこ
に溶けた金銀が流れ込んでいきました。
神殿のほとんどが破壊されましたが、まだ、石灰岩が重なったまま
残っている部分もありました。しかし、ローマ軍が我先にと分捕り物を
奪いにやって来た時、石灰岩の建築物の間に流れ込んだ金銀を取り出
すため、重なったまま残っていた部分もすべて取り除かれてしまいました。
一つ目のイエス様の預言は、疑う余地なく成就しました。そして、残

り二つの預言が確実に成就する証拠となったのです。

三つの質問全体の預言
ルカの福音書21章24節ではこう書かれています。「人々は、剣の刃

に倒れ、捕虜となってあらゆる国に連れて行かれ、異邦人の時の終わ
るまで、エルサレムは異邦人に踏み荒らされます」
このみことばには四つの預言が含まれています。

① 人々は、剣の刃に倒れる。
② 捕虜となってあらゆる国に連れて行かれる。
③ エルサレムは異邦人に踏み荒らされる。
④ 異邦人の時が終わるまで、エルサレムは異邦人に踏み荒らされる。
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①の預言「人々は、剣の刃に倒れる」については、1世紀の歴史家フ
ラウィウス・ヨセフスの『ユダヤ戦記』に記されています。この時、約1千
万人とも言い伝えられるほどの無数のユダヤ人が剣の刃に倒れました。
イエス様の語られた預言は確実に成就しました。
②の預言「捕虜となってあらゆる国に連れて行かれる」というのは、

ローマ軍に捕まったユダヤ人の多くがあらゆる国に奴隷として売られて
いったことを示しています。ここから約1900年間もの流浪の旅が始まり
ました。
③の預言「エルサレムは異邦人に踏み荒らされる」というのは、西暦

70年にユダヤ人が敗北し、エルサレムがローマの支配下となったことか
ら始まります。そこからキリスト教の支配となり、7世紀にはイスラム教、
11世紀には十字軍、その後再びイスラム教が支配し、20世紀にはイギ
リスの統治下に置かれました。こうしてエルサレムは約1900年間、異邦
人の支配によって踏み荒らされました。
④の預言「異邦人の時が終わるまで、エルサレムは異邦人に踏み荒

らされる」というみことばは、「エルサレムの異邦人支配には期限がある」
ということを示しています。言い換えれば「エルサレムがユダヤ人のもの
になる時が再び来る」という預言であるとも考えられます。

異邦人の時とは？
聖書には「イスラエル民族」と「異邦人」が登場しますが、イスラエルは

ヤコブの12人の息子から始まった12部族で構成されています。後に南
北に分裂し、「北イスラエル」と、ベニヤミン族、シメオン族、レビ族、
ユダ族から成る「南ユダ」とに分かれました。ユダ族が最も大人数で
あったためその名が使われ、後に人々はユダヤ人と呼ばれるようになりま
した。神殿は南ユダにあり、北イスラエルから多くの人々が移住してい
ます。現在、ユダヤ人の国がイスラエルと呼ばれているのは、多くの部
族が混じっているからです。

では、「異邦人の時」とはいつからいつまでを指すのでしょうか。ユダ
ヤ民族はダビデの家系に治められ、ダビデ王朝の統治はバビロン捕囚
で終わりました。BC605年からバビロニア帝国がユダヤ人を支配し、ユ
ダヤ人は3 回にわたってバビロンの捕囚となりました。最後の捕囚は
BC586年で、バビロンの支配下にあったダビデ王朝は滅ぼされます。
「異邦人の時」と呼ばれる時代はこの時から始まりました。
その後、BC539年にバビロン帝国が崩壊し、メディヤ・ペルシアが統
治しました。ユダヤ人はエルサレムに帰還することができましたが、ダビ
デ王朝は今日に至るまで回復していません。従って、現在も「異邦人の
時」は続いています。

ダビデ王朝の回復
 イエス様が、「次に来る世」（マタ12:32）と言われた「メシア王国（千年王
国）」で、ダビデ王朝は回復します。ホセア書3章5節に、「その後、イ
スラエル人は帰って来て、彼らの神、主と、彼らの王ダビデを尋ね求め、
終わりの日に、おののきながら主とその恵みに来よう」と預言されてい
ます。
世界離散したままとなっているイスラエル人は、メシア王国（千年王

国）で祖国に戻ってきます。そして、イスラエルの王である復活したダビ
デと、全世界の王の王であられる主イエス・キリストの所におののきなが
ら来るのです。「異邦人の時」はこの時まで続くと考えられます。

（次号に続く）

栄子・スティーブンス

その1
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今の時代が終わった後に来る世界
（新改訳第三版使用）
近年の世界情勢や自然環境の変化を見て、多くの人々が「世界の終

末が近付いている」と感じているようです。では「終末」について、聖書
の預言は何と言っているのでしょうか。

マタイの福音書12章32節でイエス様がこう言われました。「聖霊に逆
らうことを言う者は、だれであっても、この世であろうと次に来る世であ
ろうと、赦されません」
ここでの「次に来る世」とはいつのことを指しているのでしょうか。

次に来る世は、今現在の世が終わってから来る世界です。イエス・
キリストが語られた次に来る世とは、人間の支配により争いや戦争の絶
えない現在の世の時代が終わった後の、キリストが支配される時代を
指しています。
ヨハネの黙示録では、千年の間と書かれている「千年王国（メシア王
国）」の時代が到来します。その後、「新しい天と新しい地の時代」が訪
れ、これは永遠に続く王国の時代です。これはこの地で起こることだと
記されています。

　聖書に書かれたすべての預言はイスラエルに関連しています。教
会はイスラエルと関係がないように思われるかも知れませんが、1世紀に
始まった初代教会はユダヤ人である12使徒を筆頭に、ほとんどがユダ
ヤ人でした。イエス・キリストご自身もユダヤ人です。ユダヤ人の1900
年間にわたる世界離散と並行して、ユダヤ人から始まった教会が続い
てきたのです。
  

次に来る世が到来する前兆
イエス様と共に弟子たちがエルサレムを訪れ、弟子たちが神殿の美し

さに見とれていた時、イエス様は神殿に関する預言をなさいました。
「イエスが宮を出て行かれるとき、弟子たちが近寄って来て、イエス
に宮の建物をさし示した。そこで、イエスは彼らに答えて言われた。

『このすべての物に目をみはっているのでしょう。まことに、あなたがた
に告げます。ここでは、石がくずされずに、積まれたまま残ることは決
してありません』」（マタ24:1～2）

この神殿は紀元前20年から19年ごろ、ヘロデ大王により修築された
ものです。バビロン捕囚から戻って再建した第二神殿の土台まで掘り
返し、古い石をすべて取り除いて新しく石灰岩のエルサレムストーンを
地底から丁寧に積み上げました。美しくする目的でつくり替えられたもの
であり、戦いで破壊されて再建されたものではないため同じ第二神殿です。

新しく切り出された石の大きさは平均28トンで、最大の石の重さは
620トン以上です。どのようにして運ばれ、積み上げられたのかは不明で、
世界の七不思議の一つに語られているほどです。この巨大な石は土台
石の中の一つで、現在見ることができます。

  修築開始からイエス様の時代まで約46年が経過していました（ヨハ
2:20）。まだ完成していませんでしたが、一つ一つの石に彫刻が施され
ており、弟子たちが見とれていた様子が目に浮かびます。この巨大な石
が積み重なった神殿の「石がくずされずに、積まれたまま残ることは決
してありません」（マタ24:2）と預言されたイエス様のおことばは、弟子た
ちに大きなショックを与えたことでしょう。彼らはイエス様に尋ねました。

「お話しください。いつ、そのようなことが起こるのでしょう。あなたの来
られる時や世の終わりには、どんな前兆があるのでしょう」（マタ24:3）

ここで弟子たちは三つの質問をしています。
①いつ神殿が破壊され、石が崩されずに積まれたまま残ることがない

ような出来事が起こるのか。
②イエス様の来られる時の前兆はあるのか。
③世の終わりにはどんな前兆があるのか。

②の質問では、イエス様を目の前にして「あなたの来られる時はいつ
ですか」と聞いていることから、弟子たちはイエス・キリストのご再臨を疑
いなく信じていたと察することができます。
また、①の質問に対しては、マタイの福音書の中でイエス様の答えは
なく、マタイが書き留めていません。神殿が破壊される出来事の前兆に
ついては、ルカの福音書に記されています。

一つ目の、西暦70年に神殿が破壊される時の前兆は、「軍隊がエ
ルサレムを囲む」出来事です。イエス様は、「そのとき、ユダヤにいる
人々は山へ逃げなさい」（ルカ21:21）と言われました。

二つ目は、イエス様が、「それゆえ、預言者ダニエルによって語られ
たあの『荒らす憎むべき者』が、聖なる所に立つのを見たならば、（読者
はよく読み取るように。）そのときは、ユダヤにいる人々は山へ逃げなさ
い」（マタ24:15～16）と言われました。

この二つの出来事の一つは、エルサレムが崩壊しユダヤがローマ帝
国のものとなった時のことで、もう一つは、今の世が終わった後の次に
来る世、つまり「キリストの再臨」の前兆について語っています。恐らくマ
タイは、二つの「山へ逃げなさい」ということを書かないで一つだけを書
き記したのでしょう。人々に混乱を与えるのを恐れたのかもしれません。

ルカの福音書21章20節から21節で、神殿破壊の前兆についてイエ
ス様は預言されました。「エルサレムが軍隊に囲まれるのを見たら、そ
のときには、その滅亡が近づいたことを悟りなさい。 そのとき、ユダヤに
いる人々は山へ逃げなさい。都の中にいる人々は、そこから立ちのきなさ
い。いなかにいる者たちは、都に入ってはいけません」
このことは西暦66年に起こりました。イエス様が十字架に架かられ、
復活され、そして昇天された後のことです。ほとんどの弟子たちが健全
に宣教活動をしていたこの時期に、ローマ軍とユダヤ人の反乱が起こり
ました。西暦70 年まで続いたこの戦いは、世の終わりが来たと思わせ
るような大戦争となりました。
ローマ軍はすぐにエルサレムの町を囲みましたが、ユダヤ民族は彼ら
の想像以上に強く、戦いの初めはユダヤ民族が勝利を得てローマ軍は
撤退、リーダーも殺されました。「そのとき、ユダヤにいる人々は山へ逃
げなさい」というイエス様のおことばに従う人々に、逃げるチャンスが与え
られたのです。
この出来事については、1世紀の歴史家フラウィウス・ヨセフスの『ユ
ダヤ戦記 第3巻』に明記されています。ローマ帝国は、豪華な第二神
殿を破壊せず、ローマの神々の神殿として使いたかったのですが、戦
いが激しくなるにつれ、怒りも激しくなり、ユダヤ民族に対する憎しみに
歯止めがかからなくなり、怒り狂って神殿を破壊してしまいました。

神殿の装飾
第二神殿の豪華な装飾には多くの金銀が使われていました。神殿が

炎上した時、金銀の装飾は溶けて流れていきました。隙間なくぴったり
重ねられていた石灰岩の建築物は火事の熱で崩れる部分ができ、そこ
に溶けた金銀が流れ込んでいきました。
神殿のほとんどが破壊されましたが、まだ、石灰岩が重なったまま
残っている部分もありました。しかし、ローマ軍が我先にと分捕り物を
奪いにやって来た時、石灰岩の建築物の間に流れ込んだ金銀を取り出
すため、重なったまま残っていた部分もすべて取り除かれてしまいました。
一つ目のイエス様の預言は、疑う余地なく成就しました。そして、残

り二つの預言が確実に成就する証拠となったのです。

三つの質問全体の預言
ルカの福音書21章24節ではこう書かれています。「人々は、剣の刃

に倒れ、捕虜となってあらゆる国に連れて行かれ、異邦人の時の終わ
るまで、エルサレムは異邦人に踏み荒らされます」
このみことばには四つの預言が含まれています。

① 人々は、剣の刃に倒れる。
② 捕虜となってあらゆる国に連れて行かれる。
③ エルサレムは異邦人に踏み荒らされる。
④ 異邦人の時が終わるまで、エルサレムは異邦人に踏み荒らされる。
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①の預言「人々は、剣の刃に倒れる」については、1世紀の歴史家フ
ラウィウス・ヨセフスの『ユダヤ戦記』に記されています。この時、約1千
万人とも言い伝えられるほどの無数のユダヤ人が剣の刃に倒れました。
イエス様の語られた預言は確実に成就しました。
②の預言「捕虜となってあらゆる国に連れて行かれる」というのは、

ローマ軍に捕まったユダヤ人の多くがあらゆる国に奴隷として売られて
いったことを示しています。ここから約1900年間もの流浪の旅が始まり
ました。
③の預言「エルサレムは異邦人に踏み荒らされる」というのは、西暦

70年にユダヤ人が敗北し、エルサレムがローマの支配下となったことか
ら始まります。そこからキリスト教の支配となり、7世紀にはイスラム教、
11世紀には十字軍、その後再びイスラム教が支配し、20世紀にはイギ
リスの統治下に置かれました。こうしてエルサレムは約1900年間、異邦
人の支配によって踏み荒らされました。
④の預言「異邦人の時が終わるまで、エルサレムは異邦人に踏み荒

らされる」というみことばは、「エルサレムの異邦人支配には期限がある」
ということを示しています。言い換えれば「エルサレムがユダヤ人のもの
になる時が再び来る」という預言であるとも考えられます。

異邦人の時とは？
聖書には「イスラエル民族」と「異邦人」が登場しますが、イスラエルは

ヤコブの12人の息子から始まった12部族で構成されています。後に南
北に分裂し、「北イスラエル」と、ベニヤミン族、シメオン族、レビ族、
ユダ族から成る「南ユダ」とに分かれました。ユダ族が最も大人数で
あったためその名が使われ、後に人々はユダヤ人と呼ばれるようになりま
した。神殿は南ユダにあり、北イスラエルから多くの人々が移住してい
ます。現在、ユダヤ人の国がイスラエルと呼ばれているのは、多くの部
族が混じっているからです。

では、「異邦人の時」とはいつからいつまでを指すのでしょうか。ユダ
ヤ民族はダビデの家系に治められ、ダビデ王朝の統治はバビロン捕囚
で終わりました。BC605年からバビロニア帝国がユダヤ人を支配し、ユ
ダヤ人は3 回にわたってバビロンの捕囚となりました。最後の捕囚は
BC586年で、バビロンの支配下にあったダビデ王朝は滅ぼされます。
「異邦人の時」と呼ばれる時代はこの時から始まりました。
その後、BC539年にバビロン帝国が崩壊し、メディヤ・ペルシアが統
治しました。ユダヤ人はエルサレムに帰還することができましたが、ダビ
デ王朝は今日に至るまで回復していません。従って、現在も「異邦人の
時」は続いています。

ダビデ王朝の回復
 イエス様が、「次に来る世」（マタ12:32）と言われた「メシア王国（千年王
国）」で、ダビデ王朝は回復します。ホセア書3章5節に、「その後、イ
スラエル人は帰って来て、彼らの神、主と、彼らの王ダビデを尋ね求め、
終わりの日に、おののきながら主とその恵みに来よう」と預言されてい
ます。
世界離散したままとなっているイスラエル人は、メシア王国（千年王

国）で祖国に戻ってきます。そして、イスラエルの王である復活したダビ
デと、全世界の王の王であられる主イエス・キリストの所におののきなが
ら来るのです。「異邦人の時」はこの時まで続くと考えられます。

（次号に続く）

栄子・スティーブンス
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そんな、ぼーっとした不安というか、悶々と
した思いがまるで雲がわいてくるみたいに心を
覆うようになっていったのです。結局それは、
聖書の本当の意味、神様の人類救済マスター
プランを知らずに、キリスト教という一つの

「宗教」の中にいたからなのかもしれません。
輪嶋 その感覚、凄く分かる！！
横田 牧師家庭で育ちましたから、イエス様
を「信じる」思いもありましたし、聖書も“それ
なり”に勉強していました。でもその時はもち
ろん、聖書の世界での「イスラエル・ユダヤ」
の意味も全く理解も認識もしていませんでし
たし、その結果、イエス様のことも理解など
できていなかったわけです。というより、本
当の意味ではイエス様に出会っていなかった
と言えるのかもしれません。自分が「信じる」
と口で言っているイエス様が、本当はどなた
なのかはっきりと分からず、ましてや、みこ
とばが生きて働く神の力である、なんて全然
受け止められていませんでした。

0908

主の御名をたたえ、その御心がすべてなることを信じる皆様と
共にお祈りいたします。今月も引き続きオメガ・ジャパン代表の
横田聖子牧師先生のお話を伺ってまいります。

オメガ・ジャパン代表
ヴォイス・ファクトリイ株式会社代表
音楽プロデューサー

輪嶋 東太郎氏横田 聖子師

日本にあふれ出した恵み グレイスフル・ジャパン Vol. 5

聞かせて、あなたの心で  聞こえている主のみことば（第三話）

写真：左から
横田聖子師、
栄子・スティーブンス師、
輪嶋東太郎氏

対談
第一回
（第三話）

輪嶋 聖子先生、今月もよろしくお願いいた
します。
横田 こちらこそ、よろしくお願いいたします。
インタビュアーの輪嶋さんのご指名で、最初
は私自身ドキドキで始まったこの対談ですが、
回を重ねるうちに、あー、あの時こうだった
なぁと、これまでの歩みを自分自身の中で振
り返り、改めて噛み締める時間となっています。
そしてその過程で、すべてが主の備えにより、
主によって導かれ運ばれていたことを深く深
く受け取り、主がいかにお優しいお方である
かを再認識させられることばかりで、あらた
めて感謝の祈りを捧げずにはいられない、そ
んな機会を頂いているんです。
輪嶋 ハレルヤ！私も60歳になったせいもあ
るかとは思うのですが（笑）、自分の人生を
はんすう

反芻するように振り返ることが多くなりました。
そして小さな事から人生の大岐路に至るまで、
さまざまなターニングポイントを思うに連れ、
今、聖子先生がおっしゃった通りの思いになる

のです。今あること、そのすべてが神様に
よってつくられ、導かれ、運ばれてきたのだ、
という思い…私が全く自覚のない時でさえ、
こんな者にもかかわらず、主は私を愛して、常
に目を向けてくださっていたのだと感じずに
はいられず、圧倒されて涙が流れてくるんです。
横田 本当にそうですよね。あ、あの時も、
あの時も、あれがあのようになったのは、あ
の道を行くようになったのは…そのすべてが
主だったのだと、今ごろ気付かされているん
です。後になって預言の成就を確認できるよ
うに、今になって、あー、あれも、あれも、
と思わされますよね。
輪嶋 アーメンです！！私の人生なんて、そう
でなかれば説明がつかないことばかりです

（笑）。聖子先生とのこの対談を始める前は、
だいたい2～3回で終えるかな、なんてぼんや
り思っていましたが、お話を伺うに従ってなん
だかワンダーランドに踏み入っていくような、
そんな思いになって色々お聞きしたいことが

次から次に出てきて。私のところにも読者の
方から、「聖子先生のお話が聞けて本当に嬉し
いです。オメガ・ジャパンのことをもっと知り
たくなり、毎回とても楽しみにしているんです」
というお声も届き。そこで、「せっかくの機会
なんだから」と頭を入れ替え回数に囚われず、
聖子先生を通して主が見せてくださる不思議
のワンダーランドを満足いくまで味わおうと
思っています。ひょっとしたら、ちょいと長丁場
になるかも、ですがよろしくお願いいたします。
横田 主の栄光のためになるのであれば、
私もしっかり覚悟して臨みます！

沖縄に召されたことを
はっきり示された瞬間

輪嶋 先月号で、聖子先生がオメガ・ジャパンの
お務めをする（主によって“させられた”と言う
方が適切かもしれませんが・笑）きっかけをお
聞きした時、1997年に金武バプテスト教会で、

牧師先生であったお父様が栄子先生をお招き
した時に始まる、そしてその時には聖子先生
ご自身は教会にいらっしゃらなかった、とお
聞きしたところで終わったんですが…教会に
いなかった、とは？
横田 今回、栄子先生との出会い、そしてそ
こに至るまでの私の人生、そしてその後のオ
メガとの歩みを振り返った時、なんだかそれ
までの私の人生自体も、その時のために導か
れていたのだと感じて、本当に不思議で不思
議で。それこそ、ちょっと長くなります（笑）、
横道に逸れてしまうかもしれませんが、輪嶋
さん、適当に軌道修正してください。
輪嶋 覚悟できています。
横田 私は牧師である両親の元で、本当に
普通に育ったんです。本当にフツーに。
輪嶋 全然そうは見えませんが、とりあえず
続けてください（笑）。
横田 大学を卒業するころ、実は「この人と
結婚しよう」と思っていた人がいたのです。

輪嶋 えー、冒頭から凄いカード出してきま
すね！初めてお聞きしました！驚くのは失礼
ですが…。
横田 私はその人と結婚するつもりでいたの
ですが、その人は内地（沖縄は長い間、日本
の領土ではなかったからでしょうか、北海道
から九州までの人を内地出身と呼ぶのです）
の方だったのです。その当時、大手の企業に
お勤めされていて、ゆくゆくは仙台のご実家
を継がれる予定の方でした。結婚前になって、

「あー、この人と結婚するということは、私は
沖縄を離れ、ゆくゆく仙台にいるのね」と、ふ
と感じた時に「私の人生は沖縄に召されてい
るんだ、沖縄を離れるわけにはいかない」と
いう思いになったのです、なぜかは分かりま
せんが（笑）。その強い思いが与えられた瞬間

「あ、それを振り切ってまでこの人に付いてい
こうと思えない、ということは、私はこの人
を本当の意味で愛してはいないのだ」と気付
き、その結婚をお断りしたのです。

今日ではその学校は中学、高校までを備える教
育機関になりました。立ち上げ時期だったこ
ともあり、とても忙しく、また若い私には毎日学
ぶことばかりで。やりがいを感じながら喜びと
感謝の中でお仕事をさせていただきました。
輪嶋 その間は教会から離れてしまったとい
うことですか？よく牧師家庭に育った子どもた
ちが、親や教会に反発して、意識的に教会を
離れるというケースをよくお聞きしますが。そ
して同時に「意識的」に離れても、それは「一
時的」で、生まれた川に戻る鮭のように、結
局教会に戻って立派な牧師先生に変身される
というケースも。
横田 その意味でも私はフツーでした。教師
をしながらも金武バプテスト教会で主日礼拝
を守り、それなりに教会の活動にも参加して…
熱くもなく、冷たくもなく。ヨハネの黙示録3
章のラオデキアにある教会のようです（笑）。
でもそのうちに、「なぜ私はこれをしているの
だろう、これって何のためになるのだろう…」

輪嶋 フツーの、とおっしゃいましたが、す
でに普通ではないです（笑）、いやはや。
栄子・スティーブンス先生もアメリカに暮らし
ながら、今度はご主人様が主からのオーダー
で（笑）イスラエルに行くという人生の流れに
なっても、「私は日本に召されているんだか
ら！あなた絶対間違っているわよ」と、散々言
い合ったとおっしゃっていましたが、でも結
局は「日本に召されているがゆえに、そのため
にこそ、主は私をイスラエルに呼んで下さっ
たんだなぁと、今、はっきりと分かります」と
おっしゃっていたのを思い出します。聖子先
生は「沖縄」だったわけですね…。
横田 今思えば、そういうことですよね…。
その破談を経て（笑）、私はその後、小学校
の教師として7年過ごすことになりました。
沖縄で初めて私立の小学校ができる、しかも
それが（カトリックではありますが）クリスチャ
ン系の学校だということで、その立ち上げ
に教師として参加することになったのです。

その対象を「ちゃんと知る」ためのプロセスと
しては、確かにそうだなぁと思います。聖子
先生の場合は「嫌い」になったのではありませ
んが、神様を"もっと、ちゃんと"知りたい、
という心の現れだったのかもしれませんね。
横田 おっしゃる通りです。今思うと、そのよう
な悶 と々したような気持ちになったのも、私の
魂が深いところで「本物の神様がいらっしゃる
のなら、どうしても会いたい」という飢え渇きに
あえ

喘いでいたからなのだと分かります。その時
は自分でははっきりそのような自覚がなくて
も、どこにもその飢え渇きを持っていくところ
なく、どうしようもないところに来ていたのだと。
でも自分ではどうすることもできない…。そして
そのうちに、だんだん

うつ

鬱のような状態になって
いました。20代の半ば過ぎのころでしょうか。
輪嶋 神を求めて鬱になる…それほどの飢え
渇きはよほどですね。そんな時期があったな
んて想像もしませんでした。失礼ながら、初め
て聖子先生とお目にかかった瞬間から、私の
イメージの中で聖子先生は「神様に守られた
無敵の女兵士」みたいに受け止めています（笑）。
心の画素数が荒い私の目には、繊細過ぎるく
らい繊細でらっしゃるけれど、同時に精神は
鋼鉄のようで、馬力とスペックがとてつもなく
高い戦車、のようなイメージでしたから、そん
な時期があったなんて信じられません。
横田 全然違います～（笑）。どう見えている
かは分かりませんが（笑）、本当に「ノミの心
臓」だと自分ではいつも感じているんです。今
でも前や表に出るのは本当に性分ではない、
というより、できるだけ後ろにいたいタイプで
すから。なので、あまり自分のことを人にお
話しする機会らしい機会というのも、今まで
ほとんどなかったように思います。
輪嶋 そうですよね、先生と初めて、“あの”
衝撃的な出会いをしてから（いつかまたそのこ
ともお話ししたいですね～・笑）もう何年も経
つのに、こうしてこの対談で初めてお聞きす
ることばっかりですから！
横田 そんな鬱状態になった私のために、私
の知らないところで本当にたくさんの方がお
祈りしてくださっていたのです。その中で、内
地から来られていた宣教師の方が、ある日、
私と二人で話しをする機会をつくって声を掛
けてくださったのです。今でもその時のことが
忘れられないのです（思い出して一人で爆笑）。
輪嶋 これまた次の凄い球が飛んで来そうで
すね…（笑）。
横田 その日、その方はいろんな話をしてく
ださったと思うのですが、それは全く、本当
に全然覚えていないのです。ただある瞬間に
私が、「結局クリスチャンなんてみんな偽善者
ですよね」と、斜めってポツリと言ったんです。

そしたら、その方は普通のトーンで「そうする
と、あなたもじゃない？」って。本当に今考え
てもおかしいのですが、「そうすると、あなた
もじゃない？」と言われた瞬間に、「あ、本当だ、
私もだ！」と思ったんです。そして「あー、ホン
トですよね～、私もだ～」って、手を叩いてそ
の人の前で一人で大爆笑したんです（再び一
人で大爆笑）。その時に、なんだかこれまで
悶々、鬱々と私を覆っていた感情が一瞬でス
トンと落ちたように消えてしまったのです（笑）。
輪嶋 何よ、私は違うわよ、失礼な！ってなら
ずに、瞬間的にそう感じられたって…凄い…。
横田 だから、その日交わした他の会話、
本当に何にも覚えてないんです（一人爆笑が
続く）。その日以来、それまでのあの鬱々と
した状態がうそだったかのように、心の元気
を瞬間的に取り戻し、また以前のように学校
の仕事と教会の活動に参加するようになった
んです。が、先ほどお話しした「心の飢え渇
き」自体は無くなったわけではなく、取り敢え
ず、前のような日常を取り戻していったとい
う感じでした。
そんな日常の生活の中で、沖縄で自分の教会
に東京からある教会の方々がチームで来られ
て、正直に告白すると（笑）、私はその集会自体
には積極的に参加する気が起こらず、本当に
お恥ずかしながら、言わば自費で、しかも会社
も休暇をとって、こんな沖縄の北にある小さな
町の教会に来られたのだろうという興味と、
彼らに対する教会員の一人として「義理」み
たいな感覚でお菓子を持っていったのです。
集会に少し顔を出して、その後に、友人と久し
ぶりに会って、食事をしようと思って出掛けた
のですから。私の中では集会よりも、その後の
友人との時間がメインで出掛けていったわけ
なんです。本当にひどい話ですよねー！
仕事を終えて、バタバタと少し遅れて教会に
到着し、一般的な歓迎のあいさつをして、お
菓子を渡して、さあ帰ろう！と思っていたら、
賛美の集会が始まりました。席が一番後ろに
しかありませんでしたが「どうせ最後までいな
いのだし」、そう思ってその席に座りました。

「心ここにあらず」状態だったそんな私の耳に
捧げられている賛美が流れてきます。そしてそ
の賛美を何気なく聞いていた時、突然でした。

「あー、神様はいらっしゃる！今も生きおられ
て、共にいてくださるんだ！！」という確かな思
いがあふれてきて、まるで雷に打たれたかの
ような、もう言葉にさえできない圧倒的な何
かに包まれたんです。

おえつ

嗚咽と共に涙が止まら
なくなって…。私、元来、輪嶋さんのように
涙もろいタイプではなく（笑）、人前で泣くよ
うなことはありませんでした。あんなふうに
“激しく”泣いたのは、人生で初めてでした。
あの時、本当の意味で聖霊様が私に触れてく
ださったのだと感じています。そしてイエス様
と出会い、その愛に包まれました。その様子
を見て、教会の皆さんが私の周りをただ黙っ
て囲んで、お祈りをしてくださったのです。あ
れ、輪嶋さん、何にも言わなくなっちゃった。
私、話が脱線していません？
輪嶋 何だか聖子先生のお話しに圧倒されて
しまって…。ローマ人への手紙8章30節にある

「神は、あらかじめ定めた人たちをさらに召し、
召した人たちをさらに義と認め、義と認めた人
たちにはさらに栄光をお与えになりました」
という、みことばの成就を見ているようで…。
栄子先生の人生のお話を伺った時もこんな感
覚になりました。人間の想像を超えた天から
の力が働かなければ、そんなことは起こらな
い…聞いていて唖然、呆然とさせられるよう
なお話しです。いやー、それにしても聖子先
生、激しいですね、反応が。先ほどのお話で
は一人で大爆笑したかと思ったら、今度は号
泣して（笑）。
横田 本当ですよね！（笑）。あれが人生でま
さに号泣した最初でした。それからまた改め
て、聖書を貪（むさぼ）るように読まずにいら
れなくなりました。内地で行われるさまざま
な聖書研究のためのセミナーにも参加しまし
た。そしてなぜだか、その時に読まずにいら
れなかったのが「ヨハネの黙示録」だったんで
す。クリスチャン歴の長い方なら分かってい
ただけるかと思うのですが、当時黙示録を開
いて積極的にその内容を理解しようなどとい
う教会はほとんどなかったのではないでしょ
うか。そんな毎日を過ごすうちに、仕事自体
に何の不足もありませんでしたが、学校を辞
めて完全に教会に献身せずにはいられない思
いになってきたのです。　　　　  （次回に続く）

主を求める「飢え渇き」から
鬱状態に。
そして聖霊体験へと…

輪嶋 牧師家庭に育つと、生まれた時から当
たり前に、毎日の生活の中に祈りがあり、イ
エス様と共にある生活ってどんなに素敵だろう
…私などからすると、とても羨ましい環境だ
なーとしみじみ感じるのですが、でも当たり前
に、とにかく気がついた時からその環境に置
かれていると、今のお話のような気持ちにな
るのも当然かもしれませんね。日本人が、生
まれた時から"何となく"、自分たちは仏教徒
だと思ってしまうみたいな。でも仏教徒といっ
ても、それと関わるのは冠婚葬祭の時くらいで、
その中にいつもどの瞬間も身を置いているわ
けではないですもんね。その時だけ「仏教徒の
顔」をしておけばよいのですから（笑）。
輪嶋 「物事は嫌いになってから本当の関係
が始まる」という言葉を聞いたことがあります。



そんな、ぼーっとした不安というか、悶々と
した思いがまるで雲がわいてくるみたいに心を
覆うようになっていったのです。結局それは、
聖書の本当の意味、神様の人類救済マスター
プランを知らずに、キリスト教という一つの

「宗教」の中にいたからなのかもしれません。
輪嶋 その感覚、凄く分かる！！
横田 牧師家庭で育ちましたから、イエス様
を「信じる」思いもありましたし、聖書も“それ
なり”に勉強していました。でもその時はもち
ろん、聖書の世界での「イスラエル・ユダヤ」
の意味も全く理解も認識もしていませんでし
たし、その結果、イエス様のことも理解など
できていなかったわけです。というより、本
当の意味ではイエス様に出会っていなかった
と言えるのかもしれません。自分が「信じる」
と口で言っているイエス様が、本当はどなた
なのかはっきりと分からず、ましてや、みこ
とばが生きて働く神の力である、なんて全然
受け止められていませんでした。
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主の御名をたたえ、その御心がすべてなることを信じる皆様と
共にお祈りいたします。今月も引き続きオメガ・ジャパン代表の
横田聖子牧師先生のお話を伺ってまいります。
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り返り、改めて噛み締める時間となっています。
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主によって導かれ運ばれていたことを深く深
く受け取り、主がいかにお優しいお方である
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めて感謝の祈りを捧げずにはいられない、そ
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聖子先生を通して主が見せてくださる不思議
のワンダーランドを満足いくまで味わおうと
思っています。ひょっとしたら、ちょいと長丁場
になるかも、ですがよろしくお願いいたします。
横田 主の栄光のためになるのであれば、
私もしっかり覚悟して臨みます！

沖縄に召されたことを
はっきり示された瞬間

輪嶋 先月号で、聖子先生がオメガ・ジャパンの
お務めをする（主によって“させられた”と言う
方が適切かもしれませんが・笑）きっかけをお
聞きした時、1997年に金武バプテスト教会で、

牧師先生であったお父様が栄子先生をお招き
した時に始まる、そしてその時には聖子先生
ご自身は教会にいらっしゃらなかった、とお
聞きしたところで終わったんですが…教会に
いなかった、とは？
横田 今回、栄子先生との出会い、そしてそ
こに至るまでの私の人生、そしてその後のオ
メガとの歩みを振り返った時、なんだかそれ
までの私の人生自体も、その時のために導か
れていたのだと感じて、本当に不思議で不思
議で。それこそ、ちょっと長くなります（笑）、
横道に逸れてしまうかもしれませんが、輪嶋
さん、適当に軌道修正してください。
輪嶋 覚悟できています。
横田 私は牧師である両親の元で、本当に
普通に育ったんです。本当にフツーに。
輪嶋 全然そうは見えませんが、とりあえず
続けてください（笑）。
横田 大学を卒業するころ、実は「この人と
結婚しよう」と思っていた人がいたのです。

輪嶋 えー、冒頭から凄いカード出してきま
すね！初めてお聞きしました！驚くのは失礼
ですが…。
横田 私はその人と結婚するつもりでいたの
ですが、その人は内地（沖縄は長い間、日本
の領土ではなかったからでしょうか、北海道
から九州までの人を内地出身と呼ぶのです）
の方だったのです。その当時、大手の企業に
お勤めされていて、ゆくゆくは仙台のご実家
を継がれる予定の方でした。結婚前になって、

「あー、この人と結婚するということは、私は
沖縄を離れ、ゆくゆく仙台にいるのね」と、ふ
と感じた時に「私の人生は沖縄に召されてい
るんだ、沖縄を離れるわけにはいかない」と
いう思いになったのです、なぜかは分かりま
せんが（笑）。その強い思いが与えられた瞬間

「あ、それを振り切ってまでこの人に付いてい
こうと思えない、ということは、私はこの人
を本当の意味で愛してはいないのだ」と気付
き、その結婚をお断りしたのです。

今日ではその学校は中学、高校までを備える教
育機関になりました。立ち上げ時期だったこ
ともあり、とても忙しく、また若い私には毎日学
ぶことばかりで。やりがいを感じながら喜びと
感謝の中でお仕事をさせていただきました。
輪嶋 その間は教会から離れてしまったとい
うことですか？よく牧師家庭に育った子どもた
ちが、親や教会に反発して、意識的に教会を
離れるというケースをよくお聞きしますが。そ
して同時に「意識的」に離れても、それは「一
時的」で、生まれた川に戻る鮭のように、結
局教会に戻って立派な牧師先生に変身される
というケースも。
横田 その意味でも私はフツーでした。教師
をしながらも金武バプテスト教会で主日礼拝
を守り、それなりに教会の活動にも参加して…
熱くもなく、冷たくもなく。ヨハネの黙示録3
章のラオデキアにある教会のようです（笑）。
でもそのうちに、「なぜ私はこれをしているの
だろう、これって何のためになるのだろう…」

輪嶋 フツーの、とおっしゃいましたが、す
でに普通ではないです（笑）、いやはや。
栄子・スティーブンス先生もアメリカに暮らし
ながら、今度はご主人様が主からのオーダー
で（笑）イスラエルに行くという人生の流れに
なっても、「私は日本に召されているんだか
ら！あなた絶対間違っているわよ」と、散々言
い合ったとおっしゃっていましたが、でも結
局は「日本に召されているがゆえに、そのため
にこそ、主は私をイスラエルに呼んで下さっ
たんだなぁと、今、はっきりと分かります」と
おっしゃっていたのを思い出します。聖子先
生は「沖縄」だったわけですね…。
横田 今思えば、そういうことですよね…。
その破談を経て（笑）、私はその後、小学校
の教師として7年過ごすことになりました。
沖縄で初めて私立の小学校ができる、しかも
それが（カトリックではありますが）クリスチャ
ン系の学校だということで、その立ち上げ
に教師として参加することになったのです。

その対象を「ちゃんと知る」ためのプロセスと
しては、確かにそうだなぁと思います。聖子
先生の場合は「嫌い」になったのではありませ
んが、神様を"もっと、ちゃんと"知りたい、
という心の現れだったのかもしれませんね。
横田 おっしゃる通りです。今思うと、そのよう
な悶 と々したような気持ちになったのも、私の
魂が深いところで「本物の神様がいらっしゃる
のなら、どうしても会いたい」という飢え渇きに
あえ

喘いでいたからなのだと分かります。その時
は自分でははっきりそのような自覚がなくて
も、どこにもその飢え渇きを持っていくところ
なく、どうしようもないところに来ていたのだと。
でも自分ではどうすることもできない…。そして
そのうちに、だんだん

うつ

鬱のような状態になって
いました。20代の半ば過ぎのころでしょうか。
輪嶋 神を求めて鬱になる…それほどの飢え
渇きはよほどですね。そんな時期があったな
んて想像もしませんでした。失礼ながら、初め
て聖子先生とお目にかかった瞬間から、私の
イメージの中で聖子先生は「神様に守られた
無敵の女兵士」みたいに受け止めています（笑）。
心の画素数が荒い私の目には、繊細過ぎるく
らい繊細でらっしゃるけれど、同時に精神は
鋼鉄のようで、馬力とスペックがとてつもなく
高い戦車、のようなイメージでしたから、そん
な時期があったなんて信じられません。
横田 全然違います～（笑）。どう見えている
かは分かりませんが（笑）、本当に「ノミの心
臓」だと自分ではいつも感じているんです。今
でも前や表に出るのは本当に性分ではない、
というより、できるだけ後ろにいたいタイプで
すから。なので、あまり自分のことを人にお
話しする機会らしい機会というのも、今まで
ほとんどなかったように思います。
輪嶋 そうですよね、先生と初めて、“あの”
衝撃的な出会いをしてから（いつかまたそのこ
ともお話ししたいですね～・笑）もう何年も経
つのに、こうしてこの対談で初めてお聞きす
ることばっかりですから！
横田 そんな鬱状態になった私のために、私
の知らないところで本当にたくさんの方がお
祈りしてくださっていたのです。その中で、内
地から来られていた宣教師の方が、ある日、
私と二人で話しをする機会をつくって声を掛
けてくださったのです。今でもその時のことが
忘れられないのです（思い出して一人で爆笑）。
輪嶋 これまた次の凄い球が飛んで来そうで
すね…（笑）。
横田 その日、その方はいろんな話をしてく
ださったと思うのですが、それは全く、本当
に全然覚えていないのです。ただある瞬間に
私が、「結局クリスチャンなんてみんな偽善者
ですよね」と、斜めってポツリと言ったんです。

そしたら、その方は普通のトーンで「そうする
と、あなたもじゃない？」って。本当に今考え
てもおかしいのですが、「そうすると、あなた
もじゃない？」と言われた瞬間に、「あ、本当だ、
私もだ！」と思ったんです。そして「あー、ホン
トですよね～、私もだ～」って、手を叩いてそ
の人の前で一人で大爆笑したんです（再び一
人で大爆笑）。その時に、なんだかこれまで
悶々、鬱々と私を覆っていた感情が一瞬でス
トンと落ちたように消えてしまったのです（笑）。
輪嶋 何よ、私は違うわよ、失礼な！ってなら
ずに、瞬間的にそう感じられたって…凄い…。
横田 だから、その日交わした他の会話、
本当に何にも覚えてないんです（一人爆笑が
続く）。その日以来、それまでのあの鬱々と
した状態がうそだったかのように、心の元気
を瞬間的に取り戻し、また以前のように学校
の仕事と教会の活動に参加するようになった
んです。が、先ほどお話しした「心の飢え渇
き」自体は無くなったわけではなく、取り敢え
ず、前のような日常を取り戻していったとい
う感じでした。
そんな日常の生活の中で、沖縄で自分の教会
に東京からある教会の方々がチームで来られ
て、正直に告白すると（笑）、私はその集会自体
には積極的に参加する気が起こらず、本当に
お恥ずかしながら、言わば自費で、しかも会社
も休暇をとって、こんな沖縄の北にある小さな
町の教会に来られたのだろうという興味と、
彼らに対する教会員の一人として「義理」み
たいな感覚でお菓子を持っていったのです。
集会に少し顔を出して、その後に、友人と久し
ぶりに会って、食事をしようと思って出掛けた
のですから。私の中では集会よりも、その後の
友人との時間がメインで出掛けていったわけ
なんです。本当にひどい話ですよねー！
仕事を終えて、バタバタと少し遅れて教会に
到着し、一般的な歓迎のあいさつをして、お
菓子を渡して、さあ帰ろう！と思っていたら、
賛美の集会が始まりました。席が一番後ろに
しかありませんでしたが「どうせ最後までいな
いのだし」、そう思ってその席に座りました。

「心ここにあらず」状態だったそんな私の耳に
捧げられている賛美が流れてきます。そしてそ
の賛美を何気なく聞いていた時、突然でした。

「あー、神様はいらっしゃる！今も生きおられ
て、共にいてくださるんだ！！」という確かな思
いがあふれてきて、まるで雷に打たれたかの
ような、もう言葉にさえできない圧倒的な何
かに包まれたんです。

おえつ

嗚咽と共に涙が止まら
なくなって…。私、元来、輪嶋さんのように
涙もろいタイプではなく（笑）、人前で泣くよ
うなことはありませんでした。あんなふうに
“激しく”泣いたのは、人生で初めてでした。
あの時、本当の意味で聖霊様が私に触れてく
ださったのだと感じています。そしてイエス様
と出会い、その愛に包まれました。その様子
を見て、教会の皆さんが私の周りをただ黙っ
て囲んで、お祈りをしてくださったのです。あ
れ、輪嶋さん、何にも言わなくなっちゃった。
私、話が脱線していません？
輪嶋 何だか聖子先生のお話しに圧倒されて
しまって…。ローマ人への手紙8章30節にある

「神は、あらかじめ定めた人たちをさらに召し、
召した人たちをさらに義と認め、義と認めた人
たちにはさらに栄光をお与えになりました」
という、みことばの成就を見ているようで…。
栄子先生の人生のお話を伺った時もこんな感
覚になりました。人間の想像を超えた天から
の力が働かなければ、そんなことは起こらな
い…聞いていて唖然、呆然とさせられるよう
なお話しです。いやー、それにしても聖子先
生、激しいですね、反応が。先ほどのお話で
は一人で大爆笑したかと思ったら、今度は号
泣して（笑）。
横田 本当ですよね！（笑）。あれが人生でま
さに号泣した最初でした。それからまた改め
て、聖書を貪（むさぼ）るように読まずにいら
れなくなりました。内地で行われるさまざま
な聖書研究のためのセミナーにも参加しまし
た。そしてなぜだか、その時に読まずにいら
れなかったのが「ヨハネの黙示録」だったんで
す。クリスチャン歴の長い方なら分かってい
ただけるかと思うのですが、当時黙示録を開
いて積極的にその内容を理解しようなどとい
う教会はほとんどなかったのではないでしょ
うか。そんな毎日を過ごすうちに、仕事自体
に何の不足もありませんでしたが、学校を辞
めて完全に教会に献身せずにはいられない思
いになってきたのです。　　　　  （次回に続く）

主を求める「飢え渇き」から
鬱状態に。
そして聖霊体験へと…

輪嶋 牧師家庭に育つと、生まれた時から当
たり前に、毎日の生活の中に祈りがあり、イ
エス様と共にある生活ってどんなに素敵だろう
…私などからすると、とても羨ましい環境だ
なーとしみじみ感じるのですが、でも当たり前
に、とにかく気がついた時からその環境に置
かれていると、今のお話のような気持ちにな
るのも当然かもしれませんね。日本人が、生
まれた時から"何となく"、自分たちは仏教徒
だと思ってしまうみたいな。でも仏教徒といっ
ても、それと関わるのは冠婚葬祭の時くらいで、
その中にいつもどの瞬間も身を置いているわ
けではないですもんね。その時だけ「仏教徒の
顔」をしておけばよいのですから（笑）。
輪嶋 「物事は嫌いになってから本当の関係
が始まる」という言葉を聞いたことがあります。



そんな、ぼーっとした不安というか、悶々と
した思いがまるで雲がわいてくるみたいに心を
覆うようになっていったのです。結局それは、
聖書の本当の意味、神様の人類救済マスター
プランを知らずに、キリスト教という一つの

「宗教」の中にいたからなのかもしれません。
輪嶋 その感覚、凄く分かる！！
横田 牧師家庭で育ちましたから、イエス様
を「信じる」思いもありましたし、聖書も“それ
なり”に勉強していました。でもその時はもち
ろん、聖書の世界での「イスラエル・ユダヤ」
の意味も全く理解も認識もしていませんでし
たし、その結果、イエス様のことも理解など
できていなかったわけです。というより、本
当の意味ではイエス様に出会っていなかった
と言えるのかもしれません。自分が「信じる」
と口で言っているイエス様が、本当はどなた
なのかはっきりと分からず、ましてや、みこ
とばが生きて働く神の力である、なんて全然
受け止められていませんでした。

オメガグレイス・ジャパンツアーが
スタートします

一般社団法人オメガ・ジャパン理事・代表
宗教法人金武バプテスト教会牧師

横田聖子

輪嶋 聖子先生、今月もよろしくお願いいた
します。
横田 こちらこそ、よろしくお願いいたします。
インタビュアーの輪嶋さんのご指名で、最初
は私自身ドキドキで始まったこの対談ですが、
回を重ねるうちに、あー、あの時こうだった
なぁと、これまでの歩みを自分自身の中で振
り返り、改めて噛み締める時間となっています。
そしてその過程で、すべてが主の備えにより、
主によって導かれ運ばれていたことを深く深
く受け取り、主がいかにお優しいお方である
かを再認識させられることばかりで、あらた
めて感謝の祈りを捧げずにはいられない、そ
んな機会を頂いているんです。
輪嶋 ハレルヤ！私も60歳になったせいもあ
るかとは思うのですが（笑）、自分の人生を
はんすう

反芻するように振り返ることが多くなりました。
そして小さな事から人生の大岐路に至るまで、
さまざまなターニングポイントを思うに連れ、
今、聖子先生がおっしゃった通りの思いになる

のです。今あること、そのすべてが神様に
よってつくられ、導かれ、運ばれてきたのだ、
という思い…私が全く自覚のない時でさえ、
こんな者にもかかわらず、主は私を愛して、常
に目を向けてくださっていたのだと感じずに
はいられず、圧倒されて涙が流れてくるんです。
横田 本当にそうですよね。あ、あの時も、
あの時も、あれがあのようになったのは、あ
の道を行くようになったのは…そのすべてが
主だったのだと、今ごろ気付かされているん
です。後になって預言の成就を確認できるよ
うに、今になって、あー、あれも、あれも、
と思わされますよね。
輪嶋 アーメンです！！私の人生なんて、そう
でなかれば説明がつかないことばかりです

（笑）。聖子先生とのこの対談を始める前は、
だいたい2～3回で終えるかな、なんてぼんや
り思っていましたが、お話を伺うに従ってなん
だかワンダーランドに踏み入っていくような、
そんな思いになって色々お聞きしたいことが

次から次に出てきて。私のところにも読者の
方から、「聖子先生のお話が聞けて本当に嬉し
いです。オメガ・ジャパンのことをもっと知り
たくなり、毎回とても楽しみにしているんです」
というお声も届き。そこで、「せっかくの機会
なんだから」と頭を入れ替え回数に囚われず、
聖子先生を通して主が見せてくださる不思議
のワンダーランドを満足いくまで味わおうと
思っています。ひょっとしたら、ちょいと長丁場
になるかも、ですがよろしくお願いいたします。
横田 主の栄光のためになるのであれば、
私もしっかり覚悟して臨みます！

沖縄に召されたことを
はっきり示された瞬間

輪嶋 先月号で、聖子先生がオメガ・ジャパンの
お務めをする（主によって“させられた”と言う
方が適切かもしれませんが・笑）きっかけをお
聞きした時、1997年に金武バプテスト教会で、

牧師先生であったお父様が栄子先生をお招き
した時に始まる、そしてその時には聖子先生
ご自身は教会にいらっしゃらなかった、とお
聞きしたところで終わったんですが…教会に
いなかった、とは？
横田 今回、栄子先生との出会い、そしてそ
こに至るまでの私の人生、そしてその後のオ
メガとの歩みを振り返った時、なんだかそれ
までの私の人生自体も、その時のために導か
れていたのだと感じて、本当に不思議で不思
議で。それこそ、ちょっと長くなります（笑）、
横道に逸れてしまうかもしれませんが、輪嶋
さん、適当に軌道修正してください。
輪嶋 覚悟できています。
横田 私は牧師である両親の元で、本当に
普通に育ったんです。本当にフツーに。
輪嶋 全然そうは見えませんが、とりあえず
続けてください（笑）。
横田 大学を卒業するころ、実は「この人と
結婚しよう」と思っていた人がいたのです。

輪嶋 えー、冒頭から凄いカード出してきま
すね！初めてお聞きしました！驚くのは失礼
ですが…。
横田 私はその人と結婚するつもりでいたの
ですが、その人は内地（沖縄は長い間、日本
の領土ではなかったからでしょうか、北海道
から九州までの人を内地出身と呼ぶのです）
の方だったのです。その当時、大手の企業に
お勤めされていて、ゆくゆくは仙台のご実家
を継がれる予定の方でした。結婚前になって、

「あー、この人と結婚するということは、私は
沖縄を離れ、ゆくゆく仙台にいるのね」と、ふ
と感じた時に「私の人生は沖縄に召されてい
るんだ、沖縄を離れるわけにはいかない」と
いう思いになったのです、なぜかは分かりま
せんが（笑）。その強い思いが与えられた瞬間

「あ、それを振り切ってまでこの人に付いてい
こうと思えない、ということは、私はこの人
を本当の意味で愛してはいないのだ」と気付
き、その結婚をお断りしたのです。

今日ではその学校は中学、高校までを備える教
育機関になりました。立ち上げ時期だったこ
ともあり、とても忙しく、また若い私には毎日学
ぶことばかりで。やりがいを感じながら喜びと
感謝の中でお仕事をさせていただきました。
輪嶋 その間は教会から離れてしまったとい
うことですか？よく牧師家庭に育った子どもた
ちが、親や教会に反発して、意識的に教会を
離れるというケースをよくお聞きしますが。そ
して同時に「意識的」に離れても、それは「一
時的」で、生まれた川に戻る鮭のように、結
局教会に戻って立派な牧師先生に変身される
というケースも。
横田 その意味でも私はフツーでした。教師
をしながらも金武バプテスト教会で主日礼拝
を守り、それなりに教会の活動にも参加して…
熱くもなく、冷たくもなく。ヨハネの黙示録3
章のラオデキアにある教会のようです（笑）。
でもそのうちに、「なぜ私はこれをしているの
だろう、これって何のためになるのだろう…」

輪嶋 フツーの、とおっしゃいましたが、す
でに普通ではないです（笑）、いやはや。
栄子・スティーブンス先生もアメリカに暮らし
ながら、今度はご主人様が主からのオーダー
で（笑）イスラエルに行くという人生の流れに
なっても、「私は日本に召されているんだか
ら！あなた絶対間違っているわよ」と、散々言
い合ったとおっしゃっていましたが、でも結
局は「日本に召されているがゆえに、そのため
にこそ、主は私をイスラエルに呼んで下さっ
たんだなぁと、今、はっきりと分かります」と
おっしゃっていたのを思い出します。聖子先
生は「沖縄」だったわけですね…。
横田 今思えば、そういうことですよね…。
その破談を経て（笑）、私はその後、小学校
の教師として7年過ごすことになりました。
沖縄で初めて私立の小学校ができる、しかも
それが（カトリックではありますが）クリスチャ
ン系の学校だということで、その立ち上げ
に教師として参加することになったのです。

その対象を「ちゃんと知る」ためのプロセスと
しては、確かにそうだなぁと思います。聖子
先生の場合は「嫌い」になったのではありませ
んが、神様を"もっと、ちゃんと"知りたい、
という心の現れだったのかもしれませんね。
横田 おっしゃる通りです。今思うと、そのよう
な悶 と々したような気持ちになったのも、私の
魂が深いところで「本物の神様がいらっしゃる
のなら、どうしても会いたい」という飢え渇きに
あえ

喘いでいたからなのだと分かります。その時
は自分でははっきりそのような自覚がなくて
も、どこにもその飢え渇きを持っていくところ
なく、どうしようもないところに来ていたのだと。
でも自分ではどうすることもできない…。そして
そのうちに、だんだん

うつ

鬱のような状態になって
いました。20代の半ば過ぎのころでしょうか。
輪嶋 神を求めて鬱になる…それほどの飢え
渇きはよほどですね。そんな時期があったな
んて想像もしませんでした。失礼ながら、初め
て聖子先生とお目にかかった瞬間から、私の
イメージの中で聖子先生は「神様に守られた
無敵の女兵士」みたいに受け止めています（笑）。
心の画素数が荒い私の目には、繊細過ぎるく
らい繊細でらっしゃるけれど、同時に精神は
鋼鉄のようで、馬力とスペックがとてつもなく
高い戦車、のようなイメージでしたから、そん
な時期があったなんて信じられません。
横田 全然違います～（笑）。どう見えている
かは分かりませんが（笑）、本当に「ノミの心
臓」だと自分ではいつも感じているんです。今
でも前や表に出るのは本当に性分ではない、
というより、できるだけ後ろにいたいタイプで
すから。なので、あまり自分のことを人にお
話しする機会らしい機会というのも、今まで
ほとんどなかったように思います。
輪嶋 そうですよね、先生と初めて、“あの”
衝撃的な出会いをしてから（いつかまたそのこ
ともお話ししたいですね～・笑）もう何年も経
つのに、こうしてこの対談で初めてお聞きす
ることばっかりですから！
横田 そんな鬱状態になった私のために、私
の知らないところで本当にたくさんの方がお
祈りしてくださっていたのです。その中で、内
地から来られていた宣教師の方が、ある日、
私と二人で話しをする機会をつくって声を掛
けてくださったのです。今でもその時のことが
忘れられないのです（思い出して一人で爆笑）。
輪嶋 これまた次の凄い球が飛んで来そうで
すね…（笑）。
横田 その日、その方はいろんな話をしてく
ださったと思うのですが、それは全く、本当
に全然覚えていないのです。ただある瞬間に
私が、「結局クリスチャンなんてみんな偽善者
ですよね」と、斜めってポツリと言ったんです。

そしたら、その方は普通のトーンで「そうする
と、あなたもじゃない？」って。本当に今考え
てもおかしいのですが、「そうすると、あなた
もじゃない？」と言われた瞬間に、「あ、本当だ、
私もだ！」と思ったんです。そして「あー、ホン
トですよね～、私もだ～」って、手を叩いてそ
の人の前で一人で大爆笑したんです（再び一
人で大爆笑）。その時に、なんだかこれまで
悶々、鬱々と私を覆っていた感情が一瞬でス
トンと落ちたように消えてしまったのです（笑）。
輪嶋 何よ、私は違うわよ、失礼な！ってなら
ずに、瞬間的にそう感じられたって…凄い…。
横田 だから、その日交わした他の会話、
本当に何にも覚えてないんです（一人爆笑が
続く）。その日以来、それまでのあの鬱々と
した状態がうそだったかのように、心の元気
を瞬間的に取り戻し、また以前のように学校
の仕事と教会の活動に参加するようになった
んです。が、先ほどお話しした「心の飢え渇
き」自体は無くなったわけではなく、取り敢え
ず、前のような日常を取り戻していったとい
う感じでした。
そんな日常の生活の中で、沖縄で自分の教会
に東京からある教会の方々がチームで来られ
て、正直に告白すると（笑）、私はその集会自体
には積極的に参加する気が起こらず、本当に
お恥ずかしながら、言わば自費で、しかも会社
も休暇をとって、こんな沖縄の北にある小さな
町の教会に来られたのだろうという興味と、
彼らに対する教会員の一人として「義理」み
たいな感覚でお菓子を持っていったのです。
集会に少し顔を出して、その後に、友人と久し
ぶりに会って、食事をしようと思って出掛けた
のですから。私の中では集会よりも、その後の
友人との時間がメインで出掛けていったわけ
なんです。本当にひどい話ですよねー！
仕事を終えて、バタバタと少し遅れて教会に
到着し、一般的な歓迎のあいさつをして、お
菓子を渡して、さあ帰ろう！と思っていたら、
賛美の集会が始まりました。席が一番後ろに
しかありませんでしたが「どうせ最後までいな
いのだし」、そう思ってその席に座りました。

「心ここにあらず」状態だったそんな私の耳に
捧げられている賛美が流れてきます。そしてそ
の賛美を何気なく聞いていた時、突然でした。

「あー、神様はいらっしゃる！今も生きおられ
て、共にいてくださるんだ！！」という確かな思
いがあふれてきて、まるで雷に打たれたかの
ような、もう言葉にさえできない圧倒的な何
かに包まれたんです。

おえつ

嗚咽と共に涙が止まら
なくなって…。私、元来、輪嶋さんのように
涙もろいタイプではなく（笑）、人前で泣くよ
うなことはありませんでした。あんなふうに
“激しく”泣いたのは、人生で初めてでした。
あの時、本当の意味で聖霊様が私に触れてく
ださったのだと感じています。そしてイエス様
と出会い、その愛に包まれました。その様子
を見て、教会の皆さんが私の周りをただ黙っ
て囲んで、お祈りをしてくださったのです。あ
れ、輪嶋さん、何にも言わなくなっちゃった。
私、話が脱線していません？
輪嶋 何だか聖子先生のお話しに圧倒されて
しまって…。ローマ人への手紙8章30節にある

「神は、あらかじめ定めた人たちをさらに召し、
召した人たちをさらに義と認め、義と認めた人
たちにはさらに栄光をお与えになりました」
という、みことばの成就を見ているようで…。
栄子先生の人生のお話を伺った時もこんな感
覚になりました。人間の想像を超えた天から
の力が働かなければ、そんなことは起こらな
い…聞いていて唖然、呆然とさせられるよう
なお話しです。いやー、それにしても聖子先
生、激しいですね、反応が。先ほどのお話で
は一人で大爆笑したかと思ったら、今度は号
泣して（笑）。
横田 本当ですよね！（笑）。あれが人生でま
さに号泣した最初でした。それからまた改め
て、聖書を貪（むさぼ）るように読まずにいら
れなくなりました。内地で行われるさまざま
な聖書研究のためのセミナーにも参加しまし
た。そしてなぜだか、その時に読まずにいら
れなかったのが「ヨハネの黙示録」だったんで
す。クリスチャン歴の長い方なら分かってい
ただけるかと思うのですが、当時黙示録を開
いて積極的にその内容を理解しようなどとい
う教会はほとんどなかったのではないでしょ
うか。そんな毎日を過ごすうちに、仕事自体
に何の不足もありませんでしたが、学校を辞
めて完全に教会に献身せずにはいられない思
いになってきたのです。　　　　  （次回に続く）

主を求める「飢え渇き」から
鬱状態に。
そして聖霊体験へと…

輪嶋 牧師家庭に育つと、生まれた時から当
たり前に、毎日の生活の中に祈りがあり、イ
エス様と共にある生活ってどんなに素敵だろう
…私などからすると、とても羨ましい環境だ
なーとしみじみ感じるのですが、でも当たり前
に、とにかく気がついた時からその環境に置
かれていると、今のお話のような気持ちにな
るのも当然かもしれませんね。日本人が、生
まれた時から"何となく"、自分たちは仏教徒
だと思ってしまうみたいな。でも仏教徒といっ
ても、それと関わるのは冠婚葬祭の時くらいで、
その中にいつもどの瞬間も身を置いているわ
けではないですもんね。その時だけ「仏教徒の
顔」をしておけばよいのですから（笑）。
輪嶋 「物事は嫌いになってから本当の関係
が始まる」という言葉を聞いたことがあります。

尊い王なる主の御名を心より賛美します。

「また、フィラデルフィアにある教会の御使いに書き送れ。『聖なる方、真実な方、ダビデの鍵を持っている方、
彼が開くと、だれも閉じることがなく、彼が閉じると、だれも開くことがない。その方がこう言われる─。わたしは
あなたの行いを知っている。見よ。わたしは、だれも閉じることができない門を、あなたの前に開いておいた。
あなたには少しばかりの力があって、わたしのことばを守り、わたしの名を否まなかったからである。見よ。サタンの
会衆に属する者、すなわち、ユダヤ人だと自称しているが、実はそうではなく、噓を言っている者たちに、わたしは
こうする。見よ。彼らをあなたの足もとに来させてひれ伏させ、わたしがあなたを愛していることを知らせる。あなたは
忍耐についてのわたしのことばを守ったので、地上に住む者たちを試みるために全世界に来ようとしている試練の
時には、わたしもあなたを守る。わたしはすぐに来る。あなたは、自分の冠をだれにも奪われないように、持って
いるものをしっかり保ちなさい。」ヨハネの黙示録3章7～11節

オメガの日本宣教のビジョンの一つに、主と顔と顔を合わせて（Ⅰコリント13章12節）お会いできるその日に、
ヨハネの黙示録3章のフィラデルフィアの教会のように、少しばかりの力かもしれないが、偉大な力ある主の御名を
誇り、その全能の父・御子・聖霊の力に頼り、神のことばを愛し、従うイエス様の花嫁として迎えられるよう、
神のことばを時が良くても悪くてもしっかりとお伝えしよう（Ⅱテモテ4章2節）という信仰の土台があります。

栄子・スティーブンス先生の、日本の教会にお仕えしたいという燃える情熱が、これまでの講演、セミナー、
イスラエルツアーなどを通して、多くの日本人クリスチャンや教会へ再臨の希望を与え、献身者を起こし、日本各地に
祝福と聖霊の賜物を注ぎ続けてきました。

世界で最もクリスチャン人口の少ない日本は、神様の愛はどれほどに注がれているかと、これまでの歩みの中でも、
栄子先生と度々に分かち合ってきました。必ず日本に主の御顔の微笑みと光、神の愛と恵みが、老若男女、主を知る者、
主を知らない者、すべての人が分かるように神の時が訪れることを信じています。

2023 年第 2回オメガグレイス・ジャパンツアー、日本講演、セミナーがスタートしました。どうぞ栄子先生の
来日中に、神のご計画が実現し、日本への神の愛とあわれみ、聖霊の恵みが勢いを増して、日本全国の教会を
通して流れていきますよう引き続き共にお祈りください。

今月も主なる神の愛と恵みが皆様お一人おひとりと、ご家族、教会、地域の上にあり、聖霊の力が勢いを増して
満ちあふれますよう心より祝福をお祈り申し上げます。
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そんな、ぼーっとした不安というか、悶々と
した思いがまるで雲がわいてくるみたいに心を
覆うようになっていったのです。結局それは、
聖書の本当の意味、神様の人類救済マスター
プランを知らずに、キリスト教という一つの

「宗教」の中にいたからなのかもしれません。
輪嶋 その感覚、凄く分かる！！
横田 牧師家庭で育ちましたから、イエス様
を「信じる」思いもありましたし、聖書も“それ
なり”に勉強していました。でもその時はもち
ろん、聖書の世界での「イスラエル・ユダヤ」
の意味も全く理解も認識もしていませんでし
たし、その結果、イエス様のことも理解など
できていなかったわけです。というより、本
当の意味ではイエス様に出会っていなかった
と言えるのかもしれません。自分が「信じる」
と口で言っているイエス様が、本当はどなた
なのかはっきりと分からず、ましてや、みこ
とばが生きて働く神の力である、なんて全然
受け止められていませんでした。

オメガグレイス・ジャパンツアーが
スタートします

一般社団法人オメガ・ジャパン理事・代表
宗教法人金武バプテスト教会牧師

横田聖子

輪嶋 聖子先生、今月もよろしくお願いいた
します。
横田 こちらこそ、よろしくお願いいたします。
インタビュアーの輪嶋さんのご指名で、最初
は私自身ドキドキで始まったこの対談ですが、
回を重ねるうちに、あー、あの時こうだった
なぁと、これまでの歩みを自分自身の中で振
り返り、改めて噛み締める時間となっています。
そしてその過程で、すべてが主の備えにより、
主によって導かれ運ばれていたことを深く深
く受け取り、主がいかにお優しいお方である
かを再認識させられることばかりで、あらた
めて感謝の祈りを捧げずにはいられない、そ
んな機会を頂いているんです。
輪嶋 ハレルヤ！私も60歳になったせいもあ
るかとは思うのですが（笑）、自分の人生を
はんすう

反芻するように振り返ることが多くなりました。
そして小さな事から人生の大岐路に至るまで、
さまざまなターニングポイントを思うに連れ、
今、聖子先生がおっしゃった通りの思いになる

のです。今あること、そのすべてが神様に
よってつくられ、導かれ、運ばれてきたのだ、
という思い…私が全く自覚のない時でさえ、
こんな者にもかかわらず、主は私を愛して、常
に目を向けてくださっていたのだと感じずに
はいられず、圧倒されて涙が流れてくるんです。
横田 本当にそうですよね。あ、あの時も、
あの時も、あれがあのようになったのは、あ
の道を行くようになったのは…そのすべてが
主だったのだと、今ごろ気付かされているん
です。後になって預言の成就を確認できるよ
うに、今になって、あー、あれも、あれも、
と思わされますよね。
輪嶋 アーメンです！！私の人生なんて、そう
でなかれば説明がつかないことばかりです

（笑）。聖子先生とのこの対談を始める前は、
だいたい2～3回で終えるかな、なんてぼんや
り思っていましたが、お話を伺うに従ってなん
だかワンダーランドに踏み入っていくような、
そんな思いになって色々お聞きしたいことが

次から次に出てきて。私のところにも読者の
方から、「聖子先生のお話が聞けて本当に嬉し
いです。オメガ・ジャパンのことをもっと知り
たくなり、毎回とても楽しみにしているんです」
というお声も届き。そこで、「せっかくの機会
なんだから」と頭を入れ替え回数に囚われず、
聖子先生を通して主が見せてくださる不思議
のワンダーランドを満足いくまで味わおうと
思っています。ひょっとしたら、ちょいと長丁場
になるかも、ですがよろしくお願いいたします。
横田 主の栄光のためになるのであれば、
私もしっかり覚悟して臨みます！

沖縄に召されたことを
はっきり示された瞬間

輪嶋 先月号で、聖子先生がオメガ・ジャパンの
お務めをする（主によって“させられた”と言う
方が適切かもしれませんが・笑）きっかけをお
聞きした時、1997年に金武バプテスト教会で、

牧師先生であったお父様が栄子先生をお招き
した時に始まる、そしてその時には聖子先生
ご自身は教会にいらっしゃらなかった、とお
聞きしたところで終わったんですが…教会に
いなかった、とは？
横田 今回、栄子先生との出会い、そしてそ
こに至るまでの私の人生、そしてその後のオ
メガとの歩みを振り返った時、なんだかそれ
までの私の人生自体も、その時のために導か
れていたのだと感じて、本当に不思議で不思
議で。それこそ、ちょっと長くなります（笑）、
横道に逸れてしまうかもしれませんが、輪嶋
さん、適当に軌道修正してください。
輪嶋 覚悟できています。
横田 私は牧師である両親の元で、本当に
普通に育ったんです。本当にフツーに。
輪嶋 全然そうは見えませんが、とりあえず
続けてください（笑）。
横田 大学を卒業するころ、実は「この人と
結婚しよう」と思っていた人がいたのです。

輪嶋 えー、冒頭から凄いカード出してきま
すね！初めてお聞きしました！驚くのは失礼
ですが…。
横田 私はその人と結婚するつもりでいたの
ですが、その人は内地（沖縄は長い間、日本
の領土ではなかったからでしょうか、北海道
から九州までの人を内地出身と呼ぶのです）
の方だったのです。その当時、大手の企業に
お勤めされていて、ゆくゆくは仙台のご実家
を継がれる予定の方でした。結婚前になって、

「あー、この人と結婚するということは、私は
沖縄を離れ、ゆくゆく仙台にいるのね」と、ふ
と感じた時に「私の人生は沖縄に召されてい
るんだ、沖縄を離れるわけにはいかない」と
いう思いになったのです、なぜかは分かりま
せんが（笑）。その強い思いが与えられた瞬間

「あ、それを振り切ってまでこの人に付いてい
こうと思えない、ということは、私はこの人
を本当の意味で愛してはいないのだ」と気付
き、その結婚をお断りしたのです。

今日ではその学校は中学、高校までを備える教
育機関になりました。立ち上げ時期だったこ
ともあり、とても忙しく、また若い私には毎日学
ぶことばかりで。やりがいを感じながら喜びと
感謝の中でお仕事をさせていただきました。
輪嶋 その間は教会から離れてしまったとい
うことですか？よく牧師家庭に育った子どもた
ちが、親や教会に反発して、意識的に教会を
離れるというケースをよくお聞きしますが。そ
して同時に「意識的」に離れても、それは「一
時的」で、生まれた川に戻る鮭のように、結
局教会に戻って立派な牧師先生に変身される
というケースも。
横田 その意味でも私はフツーでした。教師
をしながらも金武バプテスト教会で主日礼拝
を守り、それなりに教会の活動にも参加して…
熱くもなく、冷たくもなく。ヨハネの黙示録3
章のラオデキアにある教会のようです（笑）。
でもそのうちに、「なぜ私はこれをしているの
だろう、これって何のためになるのだろう…」

輪嶋 フツーの、とおっしゃいましたが、す
でに普通ではないです（笑）、いやはや。
栄子・スティーブンス先生もアメリカに暮らし
ながら、今度はご主人様が主からのオーダー
で（笑）イスラエルに行くという人生の流れに
なっても、「私は日本に召されているんだか
ら！あなた絶対間違っているわよ」と、散々言
い合ったとおっしゃっていましたが、でも結
局は「日本に召されているがゆえに、そのため
にこそ、主は私をイスラエルに呼んで下さっ
たんだなぁと、今、はっきりと分かります」と
おっしゃっていたのを思い出します。聖子先
生は「沖縄」だったわけですね…。
横田 今思えば、そういうことですよね…。
その破談を経て（笑）、私はその後、小学校
の教師として7年過ごすことになりました。
沖縄で初めて私立の小学校ができる、しかも
それが（カトリックではありますが）クリスチャ
ン系の学校だということで、その立ち上げ
に教師として参加することになったのです。

その対象を「ちゃんと知る」ためのプロセスと
しては、確かにそうだなぁと思います。聖子
先生の場合は「嫌い」になったのではありませ
んが、神様を"もっと、ちゃんと"知りたい、
という心の現れだったのかもしれませんね。
横田 おっしゃる通りです。今思うと、そのよう
な悶 と々したような気持ちになったのも、私の
魂が深いところで「本物の神様がいらっしゃる
のなら、どうしても会いたい」という飢え渇きに
あえ

喘いでいたからなのだと分かります。その時
は自分でははっきりそのような自覚がなくて
も、どこにもその飢え渇きを持っていくところ
なく、どうしようもないところに来ていたのだと。
でも自分ではどうすることもできない…。そして
そのうちに、だんだん

うつ

鬱のような状態になって
いました。20代の半ば過ぎのころでしょうか。
輪嶋 神を求めて鬱になる…それほどの飢え
渇きはよほどですね。そんな時期があったな
んて想像もしませんでした。失礼ながら、初め
て聖子先生とお目にかかった瞬間から、私の
イメージの中で聖子先生は「神様に守られた
無敵の女兵士」みたいに受け止めています（笑）。
心の画素数が荒い私の目には、繊細過ぎるく
らい繊細でらっしゃるけれど、同時に精神は
鋼鉄のようで、馬力とスペックがとてつもなく
高い戦車、のようなイメージでしたから、そん
な時期があったなんて信じられません。
横田 全然違います～（笑）。どう見えている
かは分かりませんが（笑）、本当に「ノミの心
臓」だと自分ではいつも感じているんです。今
でも前や表に出るのは本当に性分ではない、
というより、できるだけ後ろにいたいタイプで
すから。なので、あまり自分のことを人にお
話しする機会らしい機会というのも、今まで
ほとんどなかったように思います。
輪嶋 そうですよね、先生と初めて、“あの”
衝撃的な出会いをしてから（いつかまたそのこ
ともお話ししたいですね～・笑）もう何年も経
つのに、こうしてこの対談で初めてお聞きす
ることばっかりですから！
横田 そんな鬱状態になった私のために、私
の知らないところで本当にたくさんの方がお
祈りしてくださっていたのです。その中で、内
地から来られていた宣教師の方が、ある日、
私と二人で話しをする機会をつくって声を掛
けてくださったのです。今でもその時のことが
忘れられないのです（思い出して一人で爆笑）。
輪嶋 これまた次の凄い球が飛んで来そうで
すね…（笑）。
横田 その日、その方はいろんな話をしてく
ださったと思うのですが、それは全く、本当
に全然覚えていないのです。ただある瞬間に
私が、「結局クリスチャンなんてみんな偽善者
ですよね」と、斜めってポツリと言ったんです。

そしたら、その方は普通のトーンで「そうする
と、あなたもじゃない？」って。本当に今考え
てもおかしいのですが、「そうすると、あなた
もじゃない？」と言われた瞬間に、「あ、本当だ、
私もだ！」と思ったんです。そして「あー、ホン
トですよね～、私もだ～」って、手を叩いてそ
の人の前で一人で大爆笑したんです（再び一
人で大爆笑）。その時に、なんだかこれまで
悶々、鬱々と私を覆っていた感情が一瞬でス
トンと落ちたように消えてしまったのです（笑）。
輪嶋 何よ、私は違うわよ、失礼な！ってなら
ずに、瞬間的にそう感じられたって…凄い…。
横田 だから、その日交わした他の会話、
本当に何にも覚えてないんです（一人爆笑が
続く）。その日以来、それまでのあの鬱々と
した状態がうそだったかのように、心の元気
を瞬間的に取り戻し、また以前のように学校
の仕事と教会の活動に参加するようになった
んです。が、先ほどお話しした「心の飢え渇
き」自体は無くなったわけではなく、取り敢え
ず、前のような日常を取り戻していったとい
う感じでした。
そんな日常の生活の中で、沖縄で自分の教会
に東京からある教会の方々がチームで来られ
て、正直に告白すると（笑）、私はその集会自体
には積極的に参加する気が起こらず、本当に
お恥ずかしながら、言わば自費で、しかも会社
も休暇をとって、こんな沖縄の北にある小さな
町の教会に来られたのだろうという興味と、
彼らに対する教会員の一人として「義理」み
たいな感覚でお菓子を持っていったのです。
集会に少し顔を出して、その後に、友人と久し
ぶりに会って、食事をしようと思って出掛けた
のですから。私の中では集会よりも、その後の
友人との時間がメインで出掛けていったわけ
なんです。本当にひどい話ですよねー！
仕事を終えて、バタバタと少し遅れて教会に
到着し、一般的な歓迎のあいさつをして、お
菓子を渡して、さあ帰ろう！と思っていたら、
賛美の集会が始まりました。席が一番後ろに
しかありませんでしたが「どうせ最後までいな
いのだし」、そう思ってその席に座りました。

「心ここにあらず」状態だったそんな私の耳に
捧げられている賛美が流れてきます。そしてそ
の賛美を何気なく聞いていた時、突然でした。

「あー、神様はいらっしゃる！今も生きおられ
て、共にいてくださるんだ！！」という確かな思
いがあふれてきて、まるで雷に打たれたかの
ような、もう言葉にさえできない圧倒的な何
かに包まれたんです。

おえつ

嗚咽と共に涙が止まら
なくなって…。私、元来、輪嶋さんのように
涙もろいタイプではなく（笑）、人前で泣くよ
うなことはありませんでした。あんなふうに
“激しく”泣いたのは、人生で初めてでした。
あの時、本当の意味で聖霊様が私に触れてく
ださったのだと感じています。そしてイエス様
と出会い、その愛に包まれました。その様子
を見て、教会の皆さんが私の周りをただ黙っ
て囲んで、お祈りをしてくださったのです。あ
れ、輪嶋さん、何にも言わなくなっちゃった。
私、話が脱線していません？
輪嶋 何だか聖子先生のお話しに圧倒されて
しまって…。ローマ人への手紙8章30節にある

「神は、あらかじめ定めた人たちをさらに召し、
召した人たちをさらに義と認め、義と認めた人
たちにはさらに栄光をお与えになりました」
という、みことばの成就を見ているようで…。
栄子先生の人生のお話を伺った時もこんな感
覚になりました。人間の想像を超えた天から
の力が働かなければ、そんなことは起こらな
い…聞いていて唖然、呆然とさせられるよう
なお話しです。いやー、それにしても聖子先
生、激しいですね、反応が。先ほどのお話で
は一人で大爆笑したかと思ったら、今度は号
泣して（笑）。
横田 本当ですよね！（笑）。あれが人生でま
さに号泣した最初でした。それからまた改め
て、聖書を貪（むさぼ）るように読まずにいら
れなくなりました。内地で行われるさまざま
な聖書研究のためのセミナーにも参加しまし
た。そしてなぜだか、その時に読まずにいら
れなかったのが「ヨハネの黙示録」だったんで
す。クリスチャン歴の長い方なら分かってい
ただけるかと思うのですが、当時黙示録を開
いて積極的にその内容を理解しようなどとい
う教会はほとんどなかったのではないでしょ
うか。そんな毎日を過ごすうちに、仕事自体
に何の不足もありませんでしたが、学校を辞
めて完全に教会に献身せずにはいられない思
いになってきたのです。　　　　  （次回に続く）

主を求める「飢え渇き」から
鬱状態に。
そして聖霊体験へと…

輪嶋 牧師家庭に育つと、生まれた時から当
たり前に、毎日の生活の中に祈りがあり、イ
エス様と共にある生活ってどんなに素敵だろう
…私などからすると、とても羨ましい環境だ
なーとしみじみ感じるのですが、でも当たり前
に、とにかく気がついた時からその環境に置
かれていると、今のお話のような気持ちにな
るのも当然かもしれませんね。日本人が、生
まれた時から"何となく"、自分たちは仏教徒
だと思ってしまうみたいな。でも仏教徒といっ
ても、それと関わるのは冠婚葬祭の時くらいで、
その中にいつもどの瞬間も身を置いているわ
けではないですもんね。その時だけ「仏教徒の
顔」をしておけばよいのですから（笑）。
輪嶋 「物事は嫌いになってから本当の関係
が始まる」という言葉を聞いたことがあります。

尊い王なる主の御名を心より賛美します。

「また、フィラデルフィアにある教会の御使いに書き送れ。『聖なる方、真実な方、ダビデの鍵を持っている方、
彼が開くと、だれも閉じることがなく、彼が閉じると、だれも開くことがない。その方がこう言われる─。わたしは
あなたの行いを知っている。見よ。わたしは、だれも閉じることができない門を、あなたの前に開いておいた。
あなたには少しばかりの力があって、わたしのことばを守り、わたしの名を否まなかったからである。見よ。サタンの
会衆に属する者、すなわち、ユダヤ人だと自称しているが、実はそうではなく、噓を言っている者たちに、わたしは
こうする。見よ。彼らをあなたの足もとに来させてひれ伏させ、わたしがあなたを愛していることを知らせる。あなたは
忍耐についてのわたしのことばを守ったので、地上に住む者たちを試みるために全世界に来ようとしている試練の
時には、わたしもあなたを守る。わたしはすぐに来る。あなたは、自分の冠をだれにも奪われないように、持って
いるものをしっかり保ちなさい。」ヨハネの黙示録3章7～11節

オメガの日本宣教のビジョンの一つに、主と顔と顔を合わせて（Ⅰコリント13章12節）お会いできるその日に、
ヨハネの黙示録3章のフィラデルフィアの教会のように、少しばかりの力かもしれないが、偉大な力ある主の御名を
誇り、その全能の父・御子・聖霊の力に頼り、神のことばを愛し、従うイエス様の花嫁として迎えられるよう、
神のことばを時が良くても悪くてもしっかりとお伝えしよう（Ⅱテモテ4章2節）という信仰の土台があります。

栄子・スティーブンス先生の、日本の教会にお仕えしたいという燃える情熱が、これまでの講演、セミナー、
イスラエルツアーなどを通して、多くの日本人クリスチャンや教会へ再臨の希望を与え、献身者を起こし、日本各地に
祝福と聖霊の賜物を注ぎ続けてきました。

世界で最もクリスチャン人口の少ない日本は、神様の愛はどれほどに注がれているかと、これまでの歩みの中でも、
栄子先生と度々に分かち合ってきました。必ず日本に主の御顔の微笑みと光、神の愛と恵みが、老若男女、主を知る者、
主を知らない者、すべての人が分かるように神の時が訪れることを信じています。

2023 年第 2回オメガグレイス・ジャパンツアー、日本講演、セミナーがスタートしました。どうぞ栄子先生の
来日中に、神のご計画が実現し、日本への神の愛とあわれみ、聖霊の恵みが勢いを増して、日本全国の教会を
通して流れていきますよう引き続き共にお祈りください。

今月も主なる神の愛と恵みが皆様お一人おひとりと、ご家族、教会、地域の上にあり、聖霊の力が勢いを増して
満ちあふれますよう心より祝福をお祈り申し上げます。

2023年10月恵日
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編集後記

「一週間」というロシア民謡がありました。皆さんご存知かと思われますが、私の生活はこの「一週間」に似ているなと思いました。毎日、聖書を読み、
聖書を探る毎日で、何か分かれば喜び、分からないと悔しくなります。そして10頭の動物（ヤギ、犬、猫）の世話を365日していますが、生き物は
突然病気もするしケガもするしで、ヒヤヒヤです。またもう一つのミッションは、うその多い大マスコミではない世界情勢のウォッチング＆リリースです。
これは聖書と一対で読む必要が大いにあると思います。そんな一週間です。

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

ゆうちょ 00900-7-313674 ／ 三菱UFJ 玉造支店（普）0125795 ／ 三井住友 玉造支店（普）6695584
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─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

第1回オメガプレミアム・グレイスセミナー
日本全国から沖縄県内から早々にお申し込みを頂き誠にありがとう
ございます。「OMEGAセミナーIN 沖縄」は、55名の定員に達し、満席に
なりました。沖縄セミナーの告知をした当初より、会場の座席数が増え
ましたので、若干名、一般申込にて受け付けいたします。
受付期間10月20日まで（別紙チラシあり）

1 2030日本宣教プラン「OJ47」のために
いよいよ第2回オメガグレイス・ジャパンツアー2023がスタートします！ 
栄子・スティーブンス師の健康が守られ油注ぎが満ちあふれますように。
各集会の準備と祝福のために。再臨への希望と信仰が深められ、日本
全国の教会と地域の祝福となりますようにお祈りください。

Contents

永遠の神の都、新しいエルサレムが降ってくる
02 栄子・スティーブンス

Voice From Revelation　黙示録シリーズVol. 40　未来の預言―その32

日本にあふれ出した恵み　グレイスフル・ジャパンVol. 5　対談 第一回（第三話）：オメガ・ジャパン代表　横田聖子師

横田 聖子

オメガグレイス・ジャパンツアーがスタートします
11

輪嶋 東太郎

聞かせて、あなたの心で聞こえている主のみことば（第三話）　

08

Omega Japanお知らせ／報告／祈りの課題 他12

（細井浩子）

祈りの課題

産みの苦しみ その1 ─ 終わりの時のしるし

06 栄子・スティーブンス
Omega Grace Letter Vol. 9

報告　
7月に行われた「One Voice Global Prayer Network」（略してGPN）

の定期オンライン集会では、栄子・スティーブンス先生（アメリカ在住）を
お招きし、共に主を礼拝できた恵みを感謝いたします。

集会には、日本を始め、ニュージーランド、オーストラリア、アメリカ、
中国、イスラエルなどから44名ほどがご参加くださり、大変な反響と多く
の「霊の目覚め」がありました。

実は！GPNの活動のビジョンは、CGNTV『シャロームイスラエル
SeasonⅠ・Ⅱ』の動画を見たことから始まっています。

私たちのZOOM集会の参加者の過半数の方々は、イスラエル視点に
あまりなじみがありません。

栄子先生のお話を通して、旧約聖書の預言の成就、神のマスタープラン、
イスラエルのために祈ることが日本のリバイバルに繋がるということなど、
明確に知ることで新しい世界への目覚めとなりました。

参加者の方から「イスラエルの祈り会を始めたい」「教会の牧師さんの
ために祈りたい」というお声を頂き、大変うれしく思っています。

8月にはZOOMで黙示録セミナーが開催されました。ハレルヤ‼
これからもオメガ・ジャパンの活動を通して、多くの霊の救いと覚醒が

起こりますように心からお祈りいたします。

2

OMEGAセミナー 
IN 沖縄

栄子・スティーブンス｠

プロフィール

One Voice Global Prayer Network　
代表：ミユキ・パッカー（ニュージーランド在住）
クリスチャン新聞2023年8月20日号に記事掲載あり

2023年7月オンラインセミナーにて
栄子師

米国 自宅の書斎より

「ニュージーランド・オンラインセミナー開催」第2回オメガグレイス・ジャパンツアー2023
いよいよ栄子・スティーブンス先生が
来日します！！

CGNTV『シャロームイスラエルSeason Ⅰ・Ⅱ』
世界の日本人教会へ恵みの輪が拡がっています。

予 定 地 域：北海道、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、長野県、
　　　　　　  愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、沖縄県
日本滞在予定：9月20日～12月8日
※2023年9月～12月スケジュールは、オメガHPよりご確認いただけます。

講演・セミナースケジュール

1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。
イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。
1996年 B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース日本支部局）設立。
2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ・ミニストリーズ（現 一般
社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在は、アメリカに拠点を置き、執筆
活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。
日本CGNTV『シャロームイスラエルSeason Ⅰ・Ⅱ』主演者・講師。
幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。

「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。
現在、米国教会を中心に世界からも終末論を語る講師として期待されて
いる神の器。

一般申込受付開始！！！

第2回オメガグレイス・ジャパンツアー2023
スケジュール


